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序 文

この報告書は、県営回揚整備事業 (担い手育成型)城ヶ峰地区に伴い、平成9年度に実施した三生江遺跡に

おける埋蔵文化財発掘調査の報告書でありますょ

この調査により、古代未の包含層から、多数の主師器のほか、緑釉陶器や越,I峰蘇青感な―どが出上し、南

九州の当時の歴史を解明するうえで多大な成果をあtデることができまし.た。

この発掘調査で明らかにされたものは、先人が残し.た私たちのi業化遺産であり、これらの成果を活かすこ

とが、我々に課せられた重大な責務t考えております。本書が町内に所在する文化財の保存に役され、ま
'た

本町の学1術資料として学校教育(社会教育などに幅広く活用預ければ幸いに存じます。

尚、発掘調査を実施するにあたり、関係各者より頂いたご指導とご協力に対し、心から
―感謝を中し―上げま

す。

平成
-13年
3月

高岡町教育委員会

教育長 申山芳教



例 言

1 本書は、県営圃場整備事業 (担い手育成型)城ケ峰地区に伴い、1997年度 (平成9年度)に実施した埋蔵

文化財発掘調査の報告である。

2 遺構や遺物の実測は、西慶喜 (嘱託)、 (高岡町埋蔵文化財調査室)の協力を得た。また、遺物

実測の一部を株式会社埋文サポートシステムに委託した。

3 植物珪酸体分析は (株)古環境研究所に委託した。

4 空中写真撮影は九州航空株式会社に委託した。

5 三生江遺跡の遺跡番号は136で、出土遺物は高岡町教育委員会に保管している。遺物の注記は、「遺跡番

号―グリット名―層位」を基本としている。

6 本書の編集は廣田の協力のもと島田がおこなった。

凡 例

出土遺物観察表については下記のとおりである。

・「調整 。文様」の項目にみられる①～④の記号は、①口縁部、②頚部、③胴部、④底部とする。

・「法量」の単位はlrm(長 さ)と g(重量)である。また、高台の底部径はその外側で計測した数値で

ある。

・「器種」においては須恵器の高台付杯を高台付椀と表現している。(本文中も同様とした)
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I はじめに

第 1節 はじめに

1 遺跡の位置と調査経緯

遺跡は、宮崎県東諸県郡高岡町大字花見5128-1に 所在する。調査の契機は、宮崎県中部農林振興局から県

営回場整備事業 (担い手育成型)城ケ峰地区に伴う埋蔵文化財の所在の有無について、宮崎県教育委員会文

化課に照会があった。県文化課は遺跡詳細分布調査の成果から野間遺跡や三生江遺跡の所在を伝え、合わせ

て高岡町教育委員会と合同で遺跡とその周辺を中心に確認調査をおこなった。確認調査は平成9年 3月後半に

実施した。トレンチは、切り盛りを含めた工事計画が明確でなかったため、ランダムに設定した。その結果、

三生江池付近で土師器を中心に十数点が出土した。その結果を踏まえ、県文化課は県中部農林振興局と高岡

町教育委員会を含め、平成9年 6月 に協議をおこなった。この協議において、施工計画では遺跡確認区域は耕

地部分が盛土であることと一部農道になることから、その農道になる部分を中心に高岡町教育委員会が調査

主体となり発掘調査を実施することとなった。調査はlo月 6日 から11月 17日 までである。

2 調査組織

調査主体 高岡町教育委員会

1997年度 (調査)

教 育 長     篠原和民

社会教育課長    小谷清男

社会教育課長補佐兼

社会教育係長    梅元利隆

主任主事    島田正浩

2000年度 (整理 )

教 育 長     中山芳教

社会教育課長    四位行治

社会教育課長補佐  梅元利隆 (12月 まで)

文化財係長     黒木敏幸 (12月 まで)

島田正浩 (1月 から)

主 査     島田正浩 (12月 まで)

主事補     廣田晶子

嘱 託     西 慶喜

また、この調査を実施するにあたり、地権者の方々をはじめ宮崎県中部農林振興局や高岡町役場などご理

解とご協力を頂いた。さらに、小野正彼 (国立歴史民俗博物館助教授)、 井上喜久男 (愛知県陶磁資料館 )、

出合宏光 (相良村教育委員会)、 永友良典 (宮崎県埋蔵文化財センター)、 谷回武憲 (宮崎県文化課)、 岡本武

憲 (日南市教育委員会)、 木村明史 (佐土原町教育委員会)の各諸氏からご指導頂いた。記して、感謝申し上

げる次第である。

Ⅲ
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第 2節 遺跡の環境

1 地形的環境

高岡町は山林が70%以上を占める。その町中央を蛇行しながら大淀川が東流し、それによつて形成された

河岸段丘からその東側に広がる宮崎平野を一望する。この大淀川に起因する自然環境が大きく人々の生活を

左右していたことはいうまでもなく、しかるに歴史的要因にも導かれていた。遺跡は大淀川南岸の独立した

丘陵である。周囲は一段低い台地が四方に広がり遺跡がある丘陵のみが突出している。このような地形につ

いて合原敏幸氏 (1)1よ「高岡町南部の高岡山地中央部及び東部には白亜紀の四万十累層群に属する砂岩を伴う

頁岩、砂岩買岩互層が分布しており、一部玄武岩、凝灰岩などの塩基性岩類が含まれる。内之八重付近の砂

岩頁岩互層中には塩基性岩類に伴って、厚さlm～ 2mのチャートが見られる。高岡山地西部には、古第三

紀の四万十累群に属する砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布しており、高岡山地を南北に横切る高岡断層

によつて前述の白亜紀の層に接している。高岡町の中心部付近及び高岡山地北部には、新第三紀の宮崎層群

に属する砂岩、泥岩、砂岩泥岩互層が広い範囲で分布している。本層は四万十累層群を傾斜不整合の覆う海

成層で、貝、カニ、ウエ等の化石を含む。さらに、町中′ふ部付近に及び西部は宮崎層群を不整合に覆い第四

紀の礫、砂、及び粘土からなる段丘堆積物、主にシラスからなる姶良噴出物、及び主に礫、砂シルトからな

る沖積層がみられる。段丘堆積物、姶良火山噴出物は急傾斜とその上の広い平坦面や暖斜面から形成される

台地状の地形を有している。沖積層は、大淀川、浦之名川、内山川、飯田川等の河川流域沿いに分布してい

る。」 (高岡町埋蔵文化財調査報告書12集 より抜粋)と している。

(1)高岡町役場都市計画課係長

2 歴史的環境

高岡町の遺跡は、現在140箇所以上ありそのほとんどは河川により形成された台地上に位置している。

旧石器時代

調査は綾町との町境付近に位置する向屋敷遺跡のみ実施されている。集石遺構とともにナイフ形石器やス

クレイパーが出土した。また、石材で五女木産の黒曜石が 1点ではあるが確認されている。さらに表採資料

としては、野尻町に近い大字浦之名一里山地区で剥片尖頭器がある。

縄文時代

この時代は調査例が多く草創期以外はすべて確認されている。なかでも早期の調査例は多く、天ヶ城、跡

をはじめ、宗栄司遺跡、久木野遺跡 (1区～4区 )、 橋山第 1遺跡、橋上遺跡、人久保第 2遺跡、榎原遺跡、

中原遺跡が調査されている。天ヶ城跡では、押型文土器と桑ノ丸式土器が大半を占め、その両者の折哀土器

も出土している。橋山第 1遺跡は集石遺構が検出され、前平、吉田、下剥峰、桑ノ丸、平ltF、 基ノ神、苦浜、

押型文等の各形式の土器が出土した。また、久木野遺跡では轟 1式がアカホヤより下層から出土した。その

他の遺跡でもそれぞれの遺物は出土しているが、石坂式だけは出土例がなく出土例が少ない県内にあっては

同じような状況である。さらに遺構は集石遺構が中心で高岡町では住居跡は検出されていない。また、交易

圏を考えるうえでひとつの鍵となる黒耀石も九州島各地のものが出土しておリデータの蓄積をおこなってい

る。前期は久木野遺跡第 1区で包含層から轟B式が出土している。中期は同じく久木野遺跡で春日、大平、

岩崎下層の各形式のものが出土している。後期は橋山第 1遺跡で阿高系の土器や疑似縄文の上器が出土した。

-6-
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さらに久木野遺跡では円形竪穴住居隊とともに北久根山式が出土している。城ヶ峰遺跡では市来式や北久根

山式が出土した。また、表採資料ではあるが山子遺跡、赤木遺跡等でも確認されている。晩期は黒色磨研土

器が学頭遺跡から出土している。

弥生時代

調査された遺跡からはⅣ～V期が中心に出土しておりI～ Ⅲ期は出土例がない。標高15メ ートル程の微高

地状のところに位置する学頭遺跡からは断面V字状を呈する溝状遺構や竪穴住居跡が検出された。

古墳時代

調査は、まず、住居l■の調査としては人児遺跡や高岡麓遺跡第 5地点がある。高岡麓遺跡では2軒の竪穴

住居跡が検出され 5世紀中頃に比定されている。また、人児遺跡は側壁にカマドが付設された竪穴住居跡

(7世紀代)な どが12軒以上検出された。両遺跡とも標高がほぼ同じで大淀川の氾濫源である低地に位置して

おり、農耕集落の一端をみることが出来る。次に墳墓の調査としては久木野地下式横穴墓群がある。今まで

4基の調査がおこなわれ、人骨とともに鉄斧や玉類が出土し6世紀前半としている。また、町内には3基の

県指定古墳があり円墳となっている。その古墳の近くで耕作中に重が 2点と鉄製品が発見されている。

古代

高岡周辺は浄平年間 (931～ 938年 )の和名抄によると、その当時は「穆佐郷」といわれていた。それより

遡る時代の遺跡が最近の調査で確認されている。一つは蕨野遺跡で、大淀川北岸の丘陵 (大字花見)に位置

し、 9世紀後半の土師器の椀、皿などを生産した焼成遺構が 6基以上検出された。また、宗栄司遺跡や二反

野遺跡で土師器椀が出土している。

中世

建久図田帳によると高岡は、12世紀には「島津庄穆佐院」といわれていた。その後、南北朝期を経て、島

津氏と伊東氏の対立を迎える。その中心となったのが穆佐城である。穆佐城は足利尊氏が九州の拠点とした

ことからはじまる。その後、島津久豊・忠国の居城、そして伊東氏48城のひとつとなっていく。そのなかで、

穆佐城周辺の大淀川沿いにも小規模な山城が点在し、戦国の時代へと入っていく。平成 3年には穆佐城の縄

張り調査を実施し、その成果として、南九州特有の特徴をもつとともに機能分化のみられる山城であること

がわかった。

近世

中世までは高岡の中心地は穆佐城周辺だったのに対して江戸の時期になると天ヶ城周辺に一変する。鹿児

島藩は、天ヶ城と穆佐城の裾地に多くの郷士を移住させ麓を形成させた。そして、綾、倉岡とともに関外四

ヶ郷として、特に高岡郷はその中心として鹿児島藩の東方の防衛の要として発展する。高岡の地頭仮屋を中

心に広がる高岡麓遺跡は、計画的な街路設計がなされ、郷士屋敷群と町屋群に分割されている。調査はすで

に12箇所で実施され、町屋を調査した第 1地点では大火跡と思われる焼土層の下から素堀の井戸や土坑を検

出した。さらに、第 5地点では郷士屋敷群の一角を調査し建物跡や陶磁器類を検出、第 8地点では武家門の

下部構造を明らかにさせた。このように近世の遺跡の調査は高岡麓遺跡だけに留まっているが、道路脇など

にある石塔類からも当時の状況を知ることができる。

-8-
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3 遺跡の立地環境

三生江遺跡が位置するところは、大淀川と本庄川の合流するところから西に約 3 km入 ったところにある幅

約50mの谷間である。そのさらに西狽1背後には標高60m前後の河岸段丘が広がっている。遺跡は標高にして

20m前後の平坦地に広がっており、南北に痩せた小丘陵がある。その北側小丘陵には上三生江遺跡があり、

三生江遺跡と同時期の遺物が表採できる。また、西側の河岸段丘上には同時期の土師器焼成遺構が確認され

た蕨野遺跡が存在する。

矛

へ

第 2図 遺跡周辺地形図
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Ⅱ 調 査

第 1節 調査概要

1 調査概要

三生江遺跡は約1,150m2の調査である。調査区内は南西側が高く北側が低くなる地形で、南側から北東側に

自然流路が形成される。その自然流路を中心に遺物が堆積しており、その包含層の広がりは、薄厚があるも

のの調査区内北西側を除く約600442程度である。遺物は土師器、須恵器、黒色土器、布痕土器、緑釉陶器、灰

釉陶器、青磁などが出土しており、時期は 7～ 13世紀と思われるが、そのほとんどは9世紀中頃からlo世紀

初頭を中心とする。包含層掘削後、地山面と考えられるところで遺構検出をおこなったが確認はできなかっ

た。

第 2節 層 序

調査区域周辺の層位は、耕作土、橙色粘土 (盤 )、 青灰色粘土もしくは淡橙白色粘土となるが、包含層が広

がるところは橙色粘土 (盤)の下に包含層が存在する。包含層に相当する層は、基本的に上から、明灰色粘

性土 (白色粒子混入 )、 灰色粘性土、暗灰色弱粘性土、明灰褐色弱粘性土、明灰茶色弱粘性土 (地山混入)と

なる。

第 3節 遺構と遺物

1 遺構

調査区南側に自然流路と思わせる窪地が確認された以外は、人為的な遺構は確認されなかった。自然流路

は幅約 3m、 深さ約0.5mの断面皿状の溝が、南側の丘陵裾部から調査区域に入り、そこで小さな淀みをつく

り、さらに東側へ方向を変えて流れていたものと思われる。その流路を中心に包含層が形成された。

2 遺物

包含層が堆積した要因は定かでないが、この遺跡もしくは周辺の遺跡が廃棄された後で、調査区域に幾度

となく堆積したものである。包含層からの遺物を層位ごとに比較検討した結果、それぞれの器種ごとでは層

位間での型式差は見いだせなかった。そのため、器種ごとにそれぞれの形態から分類して、次に掲載した。

(1)土師器 (第5～ 17図 1～ 180

杯 (1～77)

杯は直線的な体部形態で底部ヘラ切り離しである。完形については次のように細分した。また、完形でな

いものは、底部形態から細分した。

I類 (1)底部が厚手で、日縁部にかけてまっすぐ立ち上がり、日径12.Ocm前後、器高5.Ocm前後のもの。

Ⅱ類 底部が薄手で、口縁部にかけてまっすぐ立ち上がり、器高5,Ocm前後のもの。
Ⅱa(2～5)日径11.0～ 12.Ocmで日径に対して底部径の比力Mヽさいもの

Ⅱb(6)口径11.0～ 12.Ocmで回径に対して底部径の比がやや大きいもの。6の底部穿孔は、摩耗が強く故

-10-
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意によるものかは判断つかない。

Ⅱc(7～ 10)日径 13.OcllI以 上で回径に姑 して底

菩Б径の比が小さいもの。

Ⅱd(11)口径 13.Ocm以上で日径に対 して底部径

の比がやや大きいもの。

Ⅲ類 底部が薄手で、日縁部にかけてまっすぐ立ち

上がり、器高4.Ocm前後のもの。

ma(12～ 15)日径 11.0～ 12.Ocmで 日径に対 して

底部径の比が大きいもの

Ⅲb(16・ 17)日径 13.Ocm以上で日径に対 して底

部径の比が小さいもの。

Ⅲ c(18～ 22)日径 13.Ocm以上で口径に対 して底

部径の比がやや大きいもの。

Ⅳ類 底部が薄手で、日径13cm以上、日縁部がやや

外側に開くもの。

Ⅳ a(23～ 25)器高5.Ocm前後のもの。

Ⅳb(26)器高4.Ocln前後のもの。

杯底部

I類 (34～41)径5.5～ 6.5cmで器壁が厚 く円盤状に

なるもの。

Ⅱ類 径6.Ocnl前後で、底部内面中央が深 く九味を

帯びるもの

Ⅱa(32・ 33)器壁が厚 く底部から体部にかけて

直線気味に立ち上がるもの。

Ⅱb(55～ 57)器埋:が薄いもの。

Ⅲ類 器壁が薄く、底部内面が平坦なもの。

Ⅲ a(42～ 54)底部径5.5～ 6cmの もの。

Ⅲb(58～64)底部径6.5前後のもの。

Ⅲ c(65～77)底部径7.5cm以上のもの。

高台付椀 (78～ 134)

高台付椀は見る限りではすべて直線的な体部形態

で底部はヘラ切 りであるが、底部の形態により分類

可能である。底部は、底部外面の器面を放射状に削

り高台を貼 り付けるものと (I類 )、 それをせずに

高台を貼 り付け丁寧なナデ調整を施すもの (Ⅱ 類 )

があり、それらを下記のとおり細分した。

I類 底部外面の器面を放射状に削り高台を貼 り付
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「

けるもの。

Ia(78・ 85～ 89)底部内面中央が九味を帯びて凹み、高台がやや開くもの。

Ib(79～ 83・ 134)底部内面が平坦であるもの。

Ic(84・ 106～ 109)底部径が大きく、作 りが雑である。

Id(110～ 113)底部径は Ic類 より小さく、高台が細 くて小さい。

Ie(114～ 119)高台が長く、外に開くもの。

If(120)底都径が小さく高台が厚いもの。

Ig(121～ 124)底部の器壁が厚いもの。高台の形状が Ib類や Ie類に似る。

Ⅱ類 底部外面の器面を放射状に削ることをせず、丁寧なナデ調整を施すもの。

Ha(125'126)底部内面が平坦で、高台は断面長方形状で外に開くもの。

Ⅱb(127・ 128)高台が長く開くもの。

Ⅲ類 (129～ 134)放射状の削りの有無が確認できないものを一括した。

大椀 (135～ 138)

大椀は完形品はないが、日径が20cm前後で高台においても大振りなものとした。

I類 (135)体部から口縁部にかけて直線的に開くもの。

Ⅱ類 (136)日縁部で外反するもの。

Ⅲ類 (137)器壁が厚く、つくりがしつかりしている。大椀としたが外のような器形かもしれない。

Ⅳ類 (138)高台が長く、外に開くもの。

高台付皿 (139～ 145)

皿の形態はすべて高台付で、高台付椀と同様に底部外面の器面を放射状に削る。体部から口縁部にかけて

直線的に廷びるのもと直線的な体部から口縁部でやや外反気味となるものと体部から口縁部にかけて内湾気

味となるものがある。

I類 (140。 141)体部から口縁部にかけて直線的に延びるのもで断面台形状の高台を貼り付ける。

Ⅱ類 (139)直線的な体部から口縁部でやや外反気味となるもので高台は小さく外にはあまり開かない。

Ⅲ類 (142)体部から口縁部にかけて内湾気味となるもので高台は小さく外にはあまり開かない。

高台付皿底部 (143～ 145)1よ 高台が I～ Ⅲ類の高台より大きく外側に開く。

甕 (146～ 171)

奏は完形品は無い。そのため口径でみた場合、おおよそ大型のものと小型のものに分けることが出来る。

さらに日縁部から胴部にかけての形状から次のように細分した。また、調整は摩耗が激しいため内面のケズ

リが確認できないものもあり、外面についても不明なものが多い。

I類 口径力Ⅵ さヽく口縁部に対して長胴のもの。

Ia(146～ 150)胴部に若千の張りを持ち、日縁部が外反するもの。150の ように口径が小さいものも

ある。

b(151～ 153)胴部が張らず、顎部からほぼ垂直に胴部へ移行するもの。

日径が大きく口縁部に射して長胴となるもの。

a(154～ 163)胴 部に若干の張 りを持ち口縁部が外反するもの。特に159と 1601ま 口縁部が直線的

Ｉ
　
類
　
Ⅱ

Ⅱ

ヒ
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である。内面調整は151～ 1601よ胴部に縦もしくは斜方向のケズリがみられる。

Ⅱb(164～ 166)胴 部が張 らず、頸部からほぼ垂直に胴部へ移行するもの。 1651ま 口縁部が直線的で

ある。内面調整は164と 166の胴部に縦方向のケズリがみられる。

Ⅲ類 (167)日 縁部は器壁が厚 く外面に稜線が廻る。胴部が若干の張りを持ち、長胴ではなく器高は低 くなる。

Ⅳ類 (168・ 171)口縁部が長く、頸部からほぼ垂直に胴部へ移行するもの。

V類 (169)頸部の屈曲部が粥瞭でないもの。

甑 (172～ 178)

甑は底部形態を基準に分類した。把手については172や 178の ようなドーナツ状のものと177の ような突起状

のものがある。

I類 (172～ 174)底部が肥厚しながら端部を内側に屈曲させる。171は 日縁部が緩やかに外反し、胴部は張 り

を持たずに底部につづく。頸部にはドーナツ状の把手が付 く。調整は底部から胴部にかけての内面は

上方向へのヘラケズリで胴部外面と口縁部内面に横方向の丁寧なハケロがみられる。

Ⅱ類 (175)底部は肥厚気味となるが、 I類のように内側に屈曲しないもの。

Ⅲ類 (176)底部が肥厚気味となるが、端部外面にくびれをもつ。

羽釜 (179。 180)

羽釜状の奏というべきものと考えられるが、13世紀代の遺物がこの包含層に少量混入することから、特に

No1801よ中世の羽釜かもしれない。

その他 (181～ 186)

脚である。181～ 183は脚付の杯・椀類と思われるが、高郭として考えてもよいのかもしれない。 1831ま 放射

状のケズリがみられる。184～ 1861ま鉢や奏に伴う脚と思われる。

(2)黒色土器 (第 17・ 18図 187～ 199)

杯 (187)

杯の底部で、円盤状高台と言われているものである。底部径は小さく、 1回転によるヘラ切 り離しと思わ

れる。

高台付椀 (188～ 196)

土師器と同様に、直線的な体部形態で底部はヘラ切 りであが、底部の形態により分類可能である。底部は、

底部外面の器面を放射状に削り高台を貼 り付けるものと (I類 )、 それをせず高台を貼 り付け丁寧なナデ調整

を施すもの (Ⅱ 類)がある。

I類 (188～ 192)底部内面が平坦で、高台は断面長方形でやや開くもの。191と 1921よ 高台の先端が細 くなる。

Ⅱ類 (193)底部外面に放射状のケズリを施さず、丁寧なナデ調整を施すもの。

Ⅲ類 (194～ 196)摩耗が激しいため、放射状のケズリの有無が確認できないものを一括した。

大椀 (197・ 198)

底部のみで、高台は低 く外側に開く。低径が大きく器壁も厚い。

「星
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高台付皿 (199)

断面長方形の高台が付く皿で、体部から口縁部にかけて直線的に開く。底部外面に放射状のケズリを施す。

(3)布痕土器 (第 18図200～ 214)

基本的に外面に指頭圧痕を残す手尽くね風で、内面に布目痕がみられるものであるが、摩耗が激しく布目

痕が確認できないものもある。底部は尖底をなし、円錐状の器形である。

(4)須恵器 (第 19～ 24図 217～ 275)

杯 (217～220)

完形はない。2171よ体部から口縁部にかけて直線的に開く。218と 219も 同様と思われる。220は底部から体

部にかけてやや丸味を帯びる。

高台付椀 (221～ 229)

高台付き椀は土師器と同様で直線的な体部形態で、底部はヘラ切 り離しで、底部外面の器面を放射状に削

り高台を貼 り付けるものと (I類 )、 それをせず高台を貼 り付け丁寧なナデ調整を施すもの (Ⅱ 類)がある。

I類 (221)底部外面に放射状のケズリを施し高台を貼 り付けるもので 1点のみ出土した。器壁は全体に厚手

である。

Ⅱ類 底部外面に放射状のケズリを施さず、丁寧なナデ調整を施すもの。

Ⅱa(222・ 224)高台は断面長方形で外に開き気味となり、器壁が厚手のもの。

Ⅱb(223・ 225～227)高台は断面長方形で外に開き気味となり、器壁が薄いもの。

Ic(229)高 台が垂直になるもの。

大椀 (230～232)

日径が18cm以上で体部から口縁部にかけてまっすぐに開く。230は底部外面に放射状のケズリを施さず、丁

寧なナデ調整を施す。

重 (233～258)

233～235は壺の口縁部としているが、奏形のものかもしれない。2331よ口縁部外面に格子ロタタキをナデ消

し、その上に波状文をヘラ描きしている。236～240の 日縁部は下村窯のものと同じタイプである。また、242

～246は その回縁部に関係する顎部から胴部にかけての破片である。2481よ小この頸部である。250と 2511よ胴

部が明瞭な稜をもって屈曲する。顕部付近までカキロが残 り、頸部内面は指頭圧痕がみられる。時期的に他

の遺物とズレるかもしれない。252～ 2551ま平底の底部で、胴部へやや開き気味に立ち上がる。ほとんどが外

面の格子ロタタキをナデ消すが、2551よそのまま残 している。256と 2571ま底部平底で、胴部へは垂直気味に立

ち上がる。2401ま 肩部に付 く取手である。2581ま 壺と思われるが、日縁部の屈曲部が九みを帯び明瞭でなく、

はそうのような別の器種かもしれない。

甕 (259～274)

甕は底都以外の器壁が薄い259と 261～ 263は 口縁部が大きく外反する。260は 口縁部が頸部から垂直気味に

立ち上がり、端部は外反する。いずれもタタキ痕を頸部まで残 し口縁部はナデ調整である。頸部に残るタタ

-15-



キは262と 265以外は格子ロタタキである。260と 262は顕部でほぼ直角に屈曲し、肩が強く張る。268と 2691よ

内面に同心円当て具痕がみられる。272と 2731よ九底を呈する。

鉢 (274)

体部から口縁部にかけてまっすぐに開く。外面は格子ロタタキをナデ消している。

片口鉢 (275)

回縁部片だけであるが、神出Ⅱ期 2段階のものに類似している。

(5)その他 (第24図 276～286)              ノ

色調は灰色を呈し器面が燻しているものがある。見たところ須恵器の焼成不良のようでもあり、類似する

ものが下村窯でも須恵器として報告されている。しかし、部分的に黒く燻されており、その中には瓦器を焼

成しようと試みたのではないかと思わせるものもある。一概に須恵器や土師器として取り扱えないと考え、

ここに一括した。

276は体部が直線的に開く杯である。277～ 2791よ 円盤状高台に似るが、それよりも器壁がやや薄い。280～

286は高台付き椀である。2801よ体部から回縁部にかけてまっすぐに開く。283と 284以外は底部外面の器面を

放射状に削り高台を貼り付けるものである。

(6)緑釉陶器 (第25図 287～ 291)

緑釉陶器は椀、皿を中心に洛西、洛北、防長産のものが出土している。2871よ洛西の椀で体都中央に沈線が

入る。288と 2891よ洛西の蛇の目高台の皿である。2901ま洛西の皿で竪緻である。291は防長産 (周防)の皿で

ある。焼成が軟質で釉の脱落が目立つ。

(7)灰釉陶器 (第25図 292～ 295)

灰釉陶器は、猿投窯産の椀、皿、壺が出土している。292～ 295は重ね焼きの痕跡がみられ、高台と底部外

面 (高台内)には施釉しない。294と 295は段を有する段皿と思われる。

(8)青磁 (第25図 296・ 297)

296と 297は越州窯系青磁椀で、日跡が明瞭に残る。

(9)土製品 (第25図 298～ 303)

298～ 301は土錘である。3021よ用途不明である。303は カマドの庇部分と思われるが、器壁が厚手で指頭痕

が数多く残り、雑なつくりである。

(10)鉄製品 (第25図 304)

形状から刀剣の柄金具ではないかと思われるが、時期は明確ではない。最大幅36nullの断面楕円形状でその

中は空洞である。
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第 5図 出土遺物実測図 (1)
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第 8図  出土遺物実測図 (4)
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第 9図  出土遺物実測図 (5)
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第10図 出土遺物実測図 (6)
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遺弦

No

挿

図

写真

図版
種別 器種

法 量 調 整 等
色 調 胎  土

焼

成
備  考

口径 底径 器高 外  面 内 面

1 土師器 杯 122 45 ③③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 灰白色(loYR 8/2) 乳白色粒を含む やや

不良

2 5 土師器 杯 49 ①③回転利用のナデ

(摩耗)

④回転ヘラ切り

回転利用のナ

デ

(摩耗)

④黄橙色(75YR 8/8)

⑩橙色(5YR 7/8)

l rm大の乳白色粒・

赤掲色粒を合む

良

3 5 土師器 杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 橙色(5YR 7/8)

灰白色 (loYR 7/1)

lun大 の白色粒・透

明光沢粒 雲母細片・

赤褐色粒 黒色粒を

含む

良

5 土師器 杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 栓色(5YR 6/6) l ml大の白色泣・透

明光沢粒・雲母を含

む

良

5 5 土師器 I杯 60 44 ①③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

①③回転利用

のナデ

④ナデ

橙色(5YR 6/8)

橙色(5YR 7/6)

llm大 の白色粒・透

明光沢粒 雲母細片・

黒色粒を含む

良

6 5 土師器 杯 121

～14f

64 ③Э回転オU用のナデ

④回転ヘラ切り

回転利用のナ

デ

橙色 (25YR 6/8)

浅責橙色 (75YR 8/4)

lml大 の白色粒・透

明光沢泣・雲母細片

赤褐色粒を含む

良 底部に穿孔

有り

7 5 4 土師器 杯 ③③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

回転利用のナ

デ

橙色(5YR 雅 ) 乳白色粒を含む 良

8 5 4 土師器 杯 129 ③Э回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

①～④回転利

用のナデ

橙色 (25YR 6/8)

栓色 (25YR 7/6)

l Hll大 の白色粒・透

明光沢粒 雲母細片・

赤褐色壮を含む

良

5 土師器 杯 ①回転利用のナデ

③④摩耗の為不明

摩耗の為不明 にぶい橙色 (75YR 7/4) lnn大 の白色粒 透

明光沢壮 赤褐色粒

を含む

良

5 土師器 杯 65 46 摩耗の為不明 磨耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/6)

橙色 (75YR 7/8)

l nlll大 の白色粒・透

明光沢壮・雲母細片

赤褐色粒を含む

良

11 5 土師器 杯 69 46 ①③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 にぶい黄橙色(10YR乃い

灰白色(loYR 8/2)

栓色(5YR 7/8)

l nH大の白色粒 透

明光沢粒・雲母細片

赤褐色粒を含む

良

5 土師器 杯 ②③摩耗の為不明

④器面剥離

摩耗の為不明 灰白色(loYR 8/2) l mle大 の乳白色粒

赤褐色粒を含む

不良

5 土師器 杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 にぶい橙色 (75YR 7/4) l mln大 の乳白色粒

赤褐色粒・黒色粒を

含む

不 良

5 土師器 杯 ②③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り

暦耗の為不明 橙色 (75YR 7/6) l mll大 の白色粒 透

明光沢粒 赤褐色粒・

黒色粒を含む

良

5 土師器 杯 68 摩耗の為不明 摩耗の為不明 橙色 (75YR 7/6) 14n大 の白色粒・透

明光沢粒・赤褐色粒

雲母を含む

良



逮骸

No

挿

図

写真

図版
種別 器 優

法 量 調 整 等
色  調 胎 土

焼

成
備 考

口径 底径 器高 外  面 内 面

5 土師器 杯 ③③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 にぶい橙色(5YR 7/4)

橙色 (5YR 7/6)

1411大の白色粒 透

明光沢粒・赤褐色粒

を含む

良

5 土師器 杯 回転利用のナデ

(摩耗)

回転利用のナ

デ(磨耗)

橙色(5YR 7/8) l lnld大 の白色粒・透

明光沢粒・赤褐色粒・

雲母を含む

良

5 4 土師器 杯 77 ①摩耗の為不明

③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

①③摩耗の為

不明

④回転利用のすデ

浅責橙色 (10YR 駆 ) lma大 の白色粒・透

明光沢粒・赤掲色粒

を含む

良

5 土師器 杯 129 ②摩耗の為不明

⑥回転利用のナデ

④摩耗の為不明

摩耗の為不明 橙色 (75YR 7/6)

浅責橙色 (75YR 8/4)

乳白色壮 赤褐色粒

を含む

良

土師器 杯 70 ①回転利用のナデ

③④摩耗の為不明

磨耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/4) 乳白色粒・赤褐色粒

を含む

良

6 土師器 杯 摩耗の為不明 回転利用のナ

デ

浅責橙色(10YR 8/4)

浅責橙色 (75YR 8/4)

乳白色粒・赤褐色粒

を含む

良

上師器 杯 40 ③Э回転利用のナデ

④回転ヘラ切り後ナ

デ

①③回転利用

のナデ

④ナデ

明褐灰色 (75YR 7/2)

橙色(5YR 7/6)

l mll大 の白色粒・透

明光沢粒 黒色粒を

含む

良

6 4 土師器 杯 ②③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り後ナ

デ

②③摩耗の為

不明

④ナデ

黄橙色 (75YR 7/8)

浅責橙色 (75YR 8/6)

l Hlt大 の白色粒・透

明光沢粒・雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

24 6 土師器 杯 ①③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

回転利用のナ

デ

浅責橙色(10YR 8/3)

橙色(5YR 7/6)

にぶい橙色(5YR 6/3)

黄灰色 (25YR 5/1)

l Hul大 の乳白色粒・

赤褐色粒を含む

良

6 土師器 杯 64 ①③摩耗の為不明

①回転ヘラ切り

摩耗の為不明 にぶい橙進項75YR 7/4)

橙色(25YR 7/6)

乳白色粒・雲母・黒

色粒・赤褐色粒を含

む

良

26 6 5 土師器 杯 134 ①③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り後圧痕?

回転利用のナ

デ

浅責橙色 (10YR 8μ ) 乳白色粒・赤褐色粒

を含む

良

27 土師器 杯 回転利用のナデ 回転利用のナ

デ

④浅責橙色(75YR 8/4)

①浅責橙色(75YR 8μ )

黒色粒・学L白色粒・

透明光沢粒・1411大

の赤褐色粒を含む

良

上師器 杯 回転利用のナデ 回転利用のナ

デ

浅黄橙色 (75YR 8/6)

灰白色 (lllYR 8/2)

1血大の白色粒・透

明光沢粒・婁母細片・

赤褐色粒を含む

良

29 6 土師器 杯 回転利用のナデ 回転利用のナ

デ

①橙色(5YR 7/8)

⑪橙色 (5YR 7/8)

l DInl大 の白色粒・透

明光沢粒・黒色粒を

含む

良

6 土師器 杯 142 ナ デ ナ デ ④浅責橙色(75YR 8/4)

◎浅黄橙色(75YR 8/4)

l ml大の黒色粒・透

明光沢粒 ,灰色粒

褐色粒を含む

良



勘
配

挿

図

写真
種別 器 種

法 量 調 整 等
色  調 胎  土

焼

成
備 考図版 日径 底径 器高 外  面 内 面

土師器 杯 回転利用のナデ 回転利用のナ

デ

橙色 (75YR 7/6)

にぶい橙色 (lllYR 6/4)

黄灰色 (25Y 4/1)

l m ll大の乳白色粒を

含む

黒色粒・透明光沢粒・

赤褐色粒を含む

良

6 土師器 杯 ③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り後ナ

デ

回転利用のナ

デ

①淡赤栓色(25YR 7/4)

Θ淡赤橙色(25YR 7/4)

lnn大 の黒色粒 褐

色粒・透明光沢粒

乳白色粒・赤掲色粒

を含む

良

6 土師器 杯 摩耗の為不明 ナデ 浅責栓色 (75YR) l nun大 の白色粒・透

明光沢粒・雲母細片

赤褐色粒を含む

良

6 土師器 杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 ④仄白色(25YR 8/1)

Θ灰白色(25YR 8/1)

白色粒・透明光沢粒

を含む

良

6 土師器 杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 ④浅黄橙色(75YR 8/3)

にぶい橙色(75YR 7μ )

◎浅責橙色(75YR 3/3)

0 5Hm以 下の透明光

沢粒を合む

l ln n大 の黒雲母・白

色粒を含む

良

6 土師器 杯 ③ナデ

④回転ヘラ切り

ナ デ ④橙色(5YR 7/6)

◎にぶい澄色(5YR 7潟 )

白色粒・褐色粒 透

明光沢粒を含む

良

37 6 土師器 杯 ③回転オU用のナデ

④回転ヘラ切り

回転利用のサ

デ

④にぶい栓色(75YR 7/3)

⑪浅黄橙色(75YR 8/3)

l nH大の赤掲色粒

茶褐色粒を含む

良

6 土師器 杯 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り後ナ

デ

摩耗の為不明 浅責栓色 (75YR

浅責橙色 (75YR

μ

距

l ndll大 の白色粒 透

明光沢粒・雲母細片・

黒色粒 赤掲色粒を

合む

良

土師器 杯 46 ③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

回転利用のナ

デ

⑪にぶい橙色(lllYR 7/4)

～灰白色(loYR 7/1)

Θにぶい橙色(75YR μ )

～灰責色(25Y 7/2)

1 4ul大 の白色粒 透

明光沢粒・黒色粒を

含む

や

良

や

不

40 6 土師器 杯 摩耗の為不明 回転利用のナ

デ(摩耗 )

④浅黄橙色(75YR 8/4)

⑪橙色(5YR 7/6)

白色粒・黒色粒 透明

光沢粒・掲色粒 赤褐

色粒 灰色壮を含む

長

6 土師器 杯 60 ③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り後ナ

デ

摩耗の為不明 ①浅責橙色(75YR 8/4)

⑩淡橙色(5YR 8/4)

llm大 の白色粒 透

明光沢粒・黒色粒を

含む

良

6 土師器 杯 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 浅黄橙色 (75YR 8/4) 0 5ul以下の白色粒

透粥光沢粒・赤褐色

壮・黒色粒を含む

良

6 土師器 杯 ⑥摩耗の為不明

④ヘラ切り

回転利用のナ

デ

浅責橙色 (75YR 8/6) 1 4un大 の乳白色粒・

雲母細片・赤褐色粒

を含む

良

44 6 上師器 杯 ナデ ナ デ ⑪浅黄橙色(10YR 8/4)

◎黄橙色(loYR 8/6)

lHH大 の白色粒・透

明光沢粒・雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

―-40-―
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挿

図

写真
種別 静種

法 量 調 整 等
色  調 胎 土

焼

成
備  考

図版 口径 底径 器高 外 面 内 面

45 6 土師器 杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 橙色(5YR 6/8)

にぶい橙色 (75YR 7/61

lma大 の白色粒・透

明光沢粒・雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

6 土師器 杯 ③ナデ

④ヘラ切り

摩耗の為不明 ①灰白色(lllYR 8/2)

⑩浅責橙色(lCIYR8/3)

黒色粒・透明光沢粒

を含む

良

47 6 上師器 杯 60 摩耗の為不明 ナデ ①灰白色(lCIYR 8ρ )

浅責橙色(75YR 8/4)

Θ灰白色(10YR 3/2)

白色粒・透明光沢粒

を含む

lHul大 の乳白色粒を

含む

良

48 7 土師器 杯 ③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/4)

浅責橙色 (75YR 8/6)

乳白色をほとんど含ま

ない

赤褐色粒を含む

良

7 土師務 杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 ④淡栓色(5YR 8/4)

〇淡橙色(5YR 8/4)

ln」 ll大の透明光沢粒・

赤褐色粒を含む

良

7 上師器 杯 摩耗の為不明 ナデ ①浅責橙色(75YR 8/6)

①浅黄橙色(75YR 3/6)

微細な褐色粒・白色

粒を含む

良

7 土師器 杯 ナデ ナ デ ⑮浅黄橙色(75YR 8/4)

Θ浅責橙色(75YR 8μ )

微細な透明光沢粒を

含む

良

7 土師器 杯 ③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り後ナデ

ナ デ 浅黄橙色 (75YR 8/3) 乳白色粒・雲母細片・

赤褐色粒を含む

長

7 上師器 杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 浅責栓色 (10YR 躙 )

浅責橙色 (75YR 8/4)

lml大の白色粒・透明

光沢粒・雲母細片・赤

褐色粒・黒色粒を含む

良

54 7 土師器 杯 ③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

回転利用のナ

デ

④浅黄橙色(75YR 8/3)

Θ浅黄橙色(75YR 8μ )

微細な透明光沢粒

黒色粒を含む

良

7 上師器 杯 ③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

③回転利用の

ナデ

④ナデ

①橙色(5YR 7/6)

⑩オリープ黒色(5Y3/1)

0 5un以下の白色粒・

透明光沢粒 赤褐色

粒 黒色粒を含む

良

7 土師器 杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 ④浅責栓色(75YR 8/4)

O浅黄橙色(75YR 8/4)

白色粒 透明光沢粒・

乳白色粒・赤褐色粒

を含む

良

7 土師器 杯 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 灰白色(10YR 8/2)

にぶい黄橙色 (10YR 7/4)

浅黄橙色 (75YR 8/4)

0 5mm大 の乳白色粒

を含む

赤褐色粒を含む

良

7 土師器 杯 摩耗の為不明 回転利用のナ

デ

④浅黄橙色(75YR 8/3)

Θ淡橙色(5YR 8/3)

0 54ul大の透明光沢

粒 白色粒・黒_‐母・

赤色粒を含む

良

59 7 土師器 杯 ③回転利用のナデ

④不明

回転利用のナ

デ

浅責栓色(10YR 8/4) int大の乳白色粒雲母

細片・赤褐色粒を含む

良

60 7 土師器 杯 ⑥回転利用のナデ

①摩耗の為不明

回転利用のナ

デ

④浅責橙色(75YR 8/4)

⑪浅黄橙色(lllYR 3/4)

0 5mll大の黒婁母・透

明光沢粒・白色粒を

含む

良
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7 土師器 杯 ③ナデ(摩耗)

④ヘラ切り

ナデ ⑪浅黄橙色(75YR 8/4)

◎浅黄栓色(75YR 8/4)

微細な白色粒・黒色

粒を含む

14u大の乳白色粒 灰

白色粒・褐色粒を含む

良

7 上師器 杯 ③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り

回転利用のナ

デ

①明褐灰色(75YR 7/2)

Oにぶい黄オ艶 lllYR ψ)

微細な白色粒・黒色粒

透明光沢粒を含む

良

7 土師番 杯 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 灰白色 (25Y8/2)

浅黄橙色(loYR 8/3)

0 5nla大の乳白色粒

を含む

赤褐色粒を含む

良

7 土師器 杯 67 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り後ナ

デ

磨耗の為不明 橙色(5YR 7/6) 微壮～21m大の白色

粒・透明光沢粒・黒

色粒・赤褐色粒 雲

母を含む

良

65 土師番 杯 ナデ (摩耗 ) ナデ (摩耗 ) ④浅黄橙色(7 5YR8/31

灰色(N 5/ )

〇浅黄栓色(75YR 8/3)

微細/fa色粒黒色粒

透明光沢粒を含む

0 5Hul～ 2nll l大の乳白

色粒・褐色粒 灰色

粒を含む

良

66 7 土師器 杯 74 ③ナデ(摩耗)

④回転ヘラ切り

回転利用のナ

デ(摩耗)

①浅黄橙色(75YR 8/4)

〇髄  (5YR 7/6)

微細な白色粒・黒色

粒・褐色粒・透明光

沢粒を含む

0 5nll～ 2mI大の褐色

粒・灰色粒を少量含む

良

7 土師器 杯 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 ④灰白色(25Y8/2)

〇灰白色(25Y8/2)

微細な白色粒・褐色粒.

透明光沢粒を合む

良

7 土師器 杯 64 摩耗の為不明 摩耗の為不明 ①仄白色(lclYR 8/2)

⑪浅黄色(loYR 8/3)

微細な白色粒・黒色

粒・褐色粒 透明光

沢粒を含む

1 4ul～ 3 nln大の赤掲

色泣を含む

良

7 土師器 杯 ⑥摩耗の為不明

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 ④浅責橙色(loYR 8/4)

①淡橙色(5YR 8μ )

l nll大 の乳白色粒・

赤褐色粒を含む

良

7 土師器 杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/4)

灰白色(lovR 8/2)

141大 の白色粒・透

明光沢粒・雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

7 上師器 杯 69 摩耗の為不明 摩耗の為不明 にぶい橙色(75YR η8) 乳白色粒・黒色粒を

少量含む

良

7 土師器 杯 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 ④灰白色(75YR 8/2)

⑪灰白色(75YR 3/2)

微細な白色粒 褐色

粒・灰色粒・透明光

沢粒を含む

2～ 5411大の掲色粒

灰色粒を少量含む

良

7 土師器 杯 66 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/4)

浅責橙色 (75YR 8/6)

l nul大 の白色粒 透

明光沢粒・婁母細片・

赤褐色泣を含む

良
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7 土師器 杯 麿耗の為不明 摩耗の為不明 ④にぶい黄橙色(lllYR 7/3)

⑮浅責橙色(75YR 8/6)

l Hlm大 の白色粒・透

明光沢粒・雲母細片

赤褐色粒を含む

良

8 土師器 杯 ③回転利用のナデ

④回転ヘラ切り後ナ

デ

③回転利用の

ナデ

④不明

灰白色 (25YR 871)

灰白色(10YR 8/2)

乳白色粒・雲母細片

を含む

良

8 上師器 杯 ③回転不lllのナデ(摩耗)

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/4)

灰白色(10YR 8/2)

微細粒・赤褐色粒を

含む

良

77 8 土師器 杯 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 灰白色(10YR 8/2) l Hln大 の赤褐色粒・

黒色粒・黒色砂粒・

曇母を含む

5 土師器 高台付

椀

80 60 ③Э回転利用のナデ

④放射痕(ケズi')
摩耗の為不明 栓色 (25YR 6/6) 0 5HIl大 の白色粒・透

明光沢粒 黒色粒・

赤褐色粒を少量含む

良

5 土師器 高台付

抗

64 ①③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り後

放射痕 (ケズリ)

摩耗の為不明 浅責橙色 (lljYR 8/3)

浅黄橙色 (75YR 8/4)

l tall大 の白色粒 透

明光沢粒・雲母細片

黒色粒・赤褐色粒を

含む

良

8 土師器 高台付

加

③Э回転利用のナデ

④ヘラ切り後放射痕

(ケズリ)

ナデ 黄橙色 (75YR 8/8)

黄栓色 (75YR 7/8)

浅黄橙色(10YR 8/4)

l nul大 の白色粒・透

明光沢粒・墓母細片・

赤褐色粒を含む

良

8 5 土 師器 高台付

椀

①③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り後

放射痕 (ケズリ)

摩耗の為不明 責橙色 (lllYR 8/8)

責橙色 (75YR 8/8)

l uldl大 の白色粒 透

明光沢泣・雲母細片

黒色粒・赤褐色粒を

含む

良

8 5 上師器 高台付

椀

74 ③③回転利用のナデ

④放射痕

回転利用のナ 橙色(5YR 7/8)

髄 (5YR 6/8)

l Dul大 の白色粒・透

明光沢粒・雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

8 土師器 高台付

塊

140 ①③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不 明 橙色(5YR 7/8)

橙色 (75YR 7/6)

微細～24ul大の乳白

色粒 透明光沢粒

黒色粒・赤掲色粒を

含む

良

84 5 土師器 高台付

椀

145 ③③回転利用のナデ

④放射痕

②③回転利用

のナデ

④ナデ

浅黄橙色 (75YR 8/4) lml大 の乳白色粒・

雲母細片 赤褐色粒

を含む

良

8 上師器 高台付

椀

70 ③ナデ

④回転ヘラ切り後

放射痕 (ケズリ)

回転利用のナ

デ

橙色(5YR 7/8)

責橙色 (75YR 8/6)

l ull大 の白色粒・透

明光沢粒 雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

8 土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不 明 橙色(5YR 7/8) 微粒～21nI大の白色

粒 透明光沢粒 赤

褐色粒を含む

8 土師器 高台付

抗

③摩耗の為不明

④放射痕(ケズリ)

摩耗の為不明 栓色(5YR 6/8)

明赤褐色 (25YR 5/8)

l HIH大 の白色粒 透

明光沢粒・雲母細片

赤褐色粒を含む

良
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9 土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕

回転利用のナ

デ

橙色(5YR 7/6) 0 5nll以下の乳白色

粒を少量含む

良

9 土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕

磨耗の為不明 ④灰白色(loYR 8/2)

〇灰白色(5YR 8/2)

微細な白色・透明光

沢粒を含む

良

9 土師器 高台付

椀

③ナデ

④放射痕

ナデ ④浅責橙色(75YR

O浅黄橙色(75YR

％
　
　
額

微細な白色粒・透明

光沢粒を含む

05～ 3m大の半透明・乳

白色粒・赤褐色粒を含む

良

9 上師器 高台付

椀

③回転利用のナデ

④放射痕(ケズリ)

ナデ にぶい橙色 (75YR 7/4) 乳白色粒 赤褐色粒

を含む

普通

9 土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 浅黄橙色 (75YR 8/4) 微粒～3du大の白色

粒・透明光沢粒 赤

褐色粒・黒色粒を含む

不良 赤彩?

9 土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④ヘラ切り後放射痕

摩耗の為不明 橙色(5YR 7/6) 乳白色粒。赤掲色粒

を少畳含む

やや

不良

94 9 土師器 高台付

椀

③回転利用のナデ

④放射痕

摩耗の為不明 浅責橙色(loYR 8/4) 乳白色粒・雲母・黒

色粒を少量含む

良

9 土師器 高 台網

椀

77 ③摩耗の為不明

④放射痕(ケズリ)

摩耗の為不明 橙色 (25YR 6/6) lHm大 の白色粒 透

明光沢粒・黒色粒を

含む

良

9 土師器 高台付

椀

③回転利用のナデ

④放射痕

回転利用のナ

デ

①橙色(5YR 7/61

Θ橙色(5YR 7/6)

微細な灰色粒 子L白色

粒・透明光沢粒を含む

1411大の赤褐色粒

白色粒を含む

良

上師番 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 にぶい栓色 (75YR 7/4) 乳白色粒・赤褐色粒

を含む

良

土師務 高台付

椀

③回転不U用のナデ

④放射痕(ケズリ)

回転利用のナ ①橙色(25YR 7/8)

O浅責橙色(loYR 8/4)
乳白色粒・赤褐色lir

を含む

良

土師器 高台付

椀

③回転希明のナデ(摩耗)

④放射痕(ケズリ)

回転利用のナ

デ(摩耗 )

橙色(5YR 7/6) 透明光沢粒・赤褐色

粒を含む

土師器 高台付

挽

③回転利用のナデ

④放射痕

摩耗の為不明 橙色(5YR 7/8)

栓色 (5YR 6/8)

l ml大 の白色粒・透

明光沢泣・雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

9 土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 ①浅黄橙色(75YR 8/6)

◎橙色(5YR 7/8)

lmn大 の白色粒・透

明光沢粒 雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

102 9 土師器 高台付

椀

69 ③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 橙色(5YR 7/8) ldu大の白色粒,透明光

υ群と赤褐色粒を合む

103 土師器 高台付

椀

①摩耗の為不明

④波射痕

摩耗の為不明 ④橙色(5YR 7/6)

Θ橙色(5YR 7/6)

微細な白色粒・黒色

粒 透明光沢泣を含む

1～輸 大の赤褐色粒

乳白色粒を含む

良

―-44-―



遺物

No

挿

図

真

」

写

磁
種別 器種

法  量 調 整 等
色  調 胎 土

焼

成
備 考

口径 底径 器高 外  面 内  面

104 土師器 高台付

椀

③回転利用のナデ

④放射痕

回転利用のサ

デ

①橙色(5YR

⑪栓色(5YR

％

狛

微細な白色粒・黒色

粒・透明光沢粒を含

む

l mm大 の白色粒 灰

色壮を含む

良

土師器 高台付

椀

64 ③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 ⑪橙色(75YR 7/6)

⑪橙色(5YR 6/8)

乳白色粒・赤褐色

粒を含む

良

土師器 高台付

椀

③回転利用のナデ

④放射痕(ケズリ)

③回転利用の

ナデ

④ナデ

灰白色 (lCIYR

浅責橙色 (lljYR

励

諮

l ln n大 の白色粒 透

明光沢粒・雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

107 土師蕎 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕(ケズリ)

摩耗の為不明 ④責橙色(75YR 7/8)

⑮浅責橙色(75YR 8/4)

微粒～2 5nn大 の透

明光沢粒・白色粒・

赤褐色粒 雲母を含

む

良

土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 ④浅責橙色(lllYR 8/3)

⑪灰白色(5Y8/1)

浅黄橙色 (10YR 8/3)

l Hll大 の白色粒・透

明光沢泣 雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

109 土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕(ケズリ)

摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/4) 乳白色粒を含む

赤褐色粒を少量含む

良

土師器 高台付

抗

⑥摩耗の為不明

④放射痕

④浅黄橙色(75YR 8/3)

o浅黄橙色(75YR 8/3)

微細な透明光沢粒を

含む

05～ 24ul大の赤褐色

粒を含む

良

土師器 高台付

椀

③麿耗の為不明

④放射痕

ナデ(摩耗 ) 栓色(5YR 7/8) lul大 の白色粒・透

明光沢粒・赤褐色粒

を含む

良

土師器 高台付

椀

③回転利用のナデ

④放射痕

回転利用のナ

デ

浅黄橙色 (75YR 8/6)

橙色(5YR 7/8)

inH大 の白色粒 透

明光沢粒 雲母細片 ,

赤褐色粒を含む

良

上師器 高台付

椀

③回転利用のナデ

④放射痕(ケズリ)

摩耗の為不明 橙色(5YR 7/6) 0 5mr以 下の透明光

沢粒・白色粒。赤褐

色粒を少量含む

良

土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 ④にぶい責橙色

(10YR7/4)

Θ橙色(5YR 7/8)

lHll大の透明光沢粒

白色粒・黒色粒・赤

褐色粒を含む

土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不 明 ①浅責橙色(75YR 8/4)

橙色(75YR 7/6)

Θ橙色(5YR 7/8)

l nm大の白色粒・透

明光沢粒 雲母細片

赤褐色粒を含む

良

土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 橙色 (25YR 6/8) 微粒～l lul大の透明

光沢粒・赤褐色粒を

含む

良 穿孔?

117 土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕(ケズリ)

摩耗の為不明 浅責橙色(10YR 8/4) 微粒～lmn大 の白色

粒・透明光沢壮・赤

褐色粒を含む

良
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11 上師挙 高台付

椀

76 ③摩耗の為不明

④放射痕(ケズリ)

回転利用のナ

デ

浅黄橙色 (75YR 8/6)

責橙色 (75YR 8/8)

1～ 211n大 の透明光

沢粒 雲母細片・赤

褐色壮を含む

良

土師器 高台付

椀

⑥摩耗の為不明

④放射痕(ケズリ)

摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/4) 微粒～lmm大 の乳白

色粒。赤褐色粒を含

む

120 11 土師器 高台付

抗

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 責橙色 (75YR 8/6) lH n大の白色粒 透

明光沢粒・雲母細片・

赤褐色粒を合む

良

11 土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 ⑥浅責橙色175YR 8β )

⑮浅責橙色(75YR 8/3)

微細な白色粒 黒色

粒 透明光沢粒を含む

良

11 土師器 高台付

椀

84 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り後

浅い放射痕

摩耗の為不明 浅責橙色 (loYR 8潟 ) 微粒～21n l大 の白色

粒・透明光沢粒 黒

色粒を含む

土師器 高台付

挽

③摩耗の為不明

④波射痕(ケズリ)

摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/6)

橙色 (75YR 7/6)

l nln大 の白色粒・透

明光沢泣 雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

124 土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④放射痕(ケズリ)

摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/6) 乳白色粒 赤褐色粒

を少量含む

125 11 土師器 高台付

椀

①③摩耗の為不明

④ナデ

ナデ 責橙色 (ltlYR 8/6)

浅責橙色 (loYR 8潟 )

1 4tnl大 の白色粒・透

明光沢粒・雲母細片・

赤褐色粒 黒色粒を

含む

良

11 土師器 高台付

抗

74 摩耗の為不明 摩耗の為不明 淡橙色(5YR 8/4)

(底部)にぶい責澄色

(10YR 7/4)

lmn大の透明光沢粒

白色粒・黒色粒 赤

褐色粒・雲母を含む

良 底部に黒斑

127 11 上師器 高台付

椀

回転利用のナデ

ナデ

摩耗の為不明 にぶい橙色(loYR 7/3) 14ul大の透明光沢粒

白色粒を含む

赤褐色粒・黒色粒を

少量合む

上師器 高台付

抗

③摩耗の為不明

④回転利用のナデ

摩耗の為不明

磨耗の為不明 浅責橙色(10YR 8/4) 0511H大 の透明光沢

粒 白色粒・赤褐色

粒を含む

良

129 土師器 高台付

椀

65 摩耗の為不粥 摩耗の為不明 浅黄橙色 (75YR 8/6)

～橙色 (75YR 7/6)

0 5mm大の白色壮 透

明光沢粒を含む

良

土師器 高台付

椀

麿耗の為不明 摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/6) 乳白色壮・赤褐色粒

を含む

良

土師器 高台付

椀

摩 耗 の為 不 明 摩耗の為不明 浅責橙色(loYR 8/4) l lnm大 の白色粒 透

明光沢粒 赤褐色粒

雲母を含む

良

土師器 高台付

椀

ナデ

ヘラ切り

ナデ ④浅責橙色(75YR 8/3)

Θ浅黄橙色(75YR 8/3)

微細な赤褐色粒・白

色粒・黒色粒 透明

光沢粒を含む
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土師器 高台付

抗

③摩耗の為不明

④ヘラ切り後ナデ

摩耗の為不明 ④灰色(5YR 5/1)

浅責橙色(75YR 8/3)

◎浅責橙色 (10YR 8/3)

微細な白色粒・掲色

粒 透明光沢粒を含む

ldu大の褐色粒を含む

良

土師器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④

摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/6) 乳白色粒と雲母を含

む

良

土師器 大椀 回転利用のナデ 回転利用のナ

デ

①浅責橙色(10YR 8β )

◎浅責橙色(75YR 8/6)

l nln大 の白色粒 透

明光沢粒・雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

土師器 大椀 192 回転利用のナデ 回転利用のナ

デ

橙t(75YR 7/6)

橙色(5YR 6/8)

1 4dll大 の白色粒 透

明光沢粒・雲母細片・

赤褐色粒を含む

良

上師器 大椀 ③摩耗の為不明

④ヘラ切り後ナデ

摩耗の為不 明 橙色(5YR 7/6) 微粒～141t大 の乳白

色壮・透明光沢粒・

黒色砂粒 雲母を含む

良

12 土師器 大椀 ③摩耗の為不明

回転利用のナデ圧痕あり

④摩耗の為不明

摩耗の為不明 にぶい橙色(5YR 7/4) 乳白色粒を含む

赤褐色粒を少量含む

良

5 土師器 高台付

皿

62 27 ③③回転利用のナデ

④放射痕

摩耗の為不明 ④橙色(5YR 7/8)

浅黄橙色(75YR 8/4)

Θ栓色(5YR 7/8)

lm大の白色粒・透

明光沢粒・雲母綱片・

赤褐色粒を含む

良

5 土師器 高台付

皿

143 ①③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 澄色 (75YR 7/6) 微粒～24m大の白色

粒・透明光沢粒・赤

褐色粒・雲母を含む

良

上師器 高台付

皿

31 ①⑥摩耗の為不明

④放射痕(ケズリ)

①③摩耗の為

不明

④ナデ

橙色(5YR 7/8)

橙色 (5YR 7/6)

l ml大の白色粒・透

明光沢池・雲母細片・

黒色粒赤褐色粒を含む

良

142 土師器 高台付

皿

140 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り後

放射痕 (ケズリ)

磨耗の為不明 橙色 (25YR 7/8) 微粒～lml大の白色

粒 透明光沢壮・赤

褐色粒・黒色粒を含む

良

土師器 高台付

皿

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/4) 赤褐色粒を含む 良

土師器 高台付

皿

③回転利用のナデ

④放射痕

摩耗の為不明 栓色(5YR 7/6) 0 5nul以下の透明光

沢粒・白色粒・赤褐

色粒を少量含む

良

145 上師器 高台付

皿

③磨耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 淡橙色(5YR 8/4) 微粒～lml大の乳白

色粒 赤褐色粒を含む

上師器 甕 ③②回転利用のナデ

③ナデ

①②回転利用

のナデ

⑥ケズリ

①にぶい橙色

(10YR 6/4)

○にぶい橙色 (5YR 7/4)

微粒～3nln大の白色

粒・透明光沢粒 黒

色粒と雲母を含む

Эスス付着

147 12 土師器 甕 摩耗の為不明 ①②摩耗の為

不明

⑥ケズリ

橙色 (75YR 6/6) 微粒～3mll大の白色

粒・透明光沢粒・黒

色粒 赤褐色粒と雲

母を含む

のスス付着
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13 土師器 奏 摩耗の為不明 ①摩耗の為不明

③ケズリ

橙色(5YR 6/8)

責橙色 (75YR 7/8)

1～ 24dl大の白色粒・透

明光沢粒・雲母細片・黒

色粒・赤褐色粒を含む

良

149 上師器 甕 ③②回転利用のナデ

③摩耗の為不明

①回転利用の

ナデ

③摩耗の為不明

にぶい橙色(5YR 6/4) 0 5mn大 の透明光沢

粒・白色粒・黒色粒・

赤褐色粒を含む

良

土師器 奏 摩耗の為不明 摩耗の為不明 ⑪灰白色(loYR 8/2)

◎灰白色(lllYR 8ρ )

微細な透明光沢泣 05

～輸 大の褐色粒灰白

色粒・乳白色粒を含む

良

土師器 発 摩耗の為不明 摩耗の為不明 浅責橙色 (75YR 8/6) 14u以 下の白色粒・

透明光沢粒 黒色粒

を含む

良 ④スス付着

土師器 甕 磨耗の為不明 摩耗の為不明 浅責栓色(10YR 躙 )

浅責橙色 (75YR 8/6)

1～ 2H al大 の白色粒・

透明光沢粒・雲母細

片 黒色粒・赤褐色

粒を含む

良

土師器 奏 170 ナデ ナデ(摩耗) ④浅責橙色(75YR 8/6)

⑪浅黄橙色(75YR 8/6)

微細な黒色壮 透明

光沢粒を含む

05～ 3D I大 の乳白色

粒・灰色粒・褐色粒・

黒色粒を含む

良

154 土師器 甕 106 ①回転利用のナデ

③摩耗の為不明

回転利用のナ

デ

橙色(5YR 6/6) 1～ 3H l大 の透明光

沢粒・白色粒・黒色粒 ,

雲母を少量含む

良

13 上師番 甕 摩耗の為不明

工兵痕あり

①摩耗の為不

明

③ケズリ

④にぶい橙色

(75YR 7/4)

①浅黄橙色(75YR勘8)

微粒～5mn大の白色

粒・透明光沢粒と赤

褐色粒を含む

不良

土師器 奏 230 ①回転利用のナデ

③ナデ

①回転利用の

ナデ

③ケズリ

にぶい責橙色

(lCIYR 7/4)

微粒～2111大の透明

光沢粒 白色粒・赤

褐色粒・黒色粒と婁

母を含む

13 土師器 甕 ①回転利用のナデ

③ナデ

①回転不1用のナデ

エ具痕あり

シ 央,(摩耗)

浅責色 (25Y 7/3) 微粒～21n大の白色

粒 透明光沢粒・黒

色粒と雲母を含む

土師器 奏 298 摩耗の為不明 ①摩耗の為不

明

③ケズリ?

橙色(5YR 6/8) 微粒～41m大の透明

光沢粒・白色粒 黒色

粒と赤褐色粒を含む

①スス付着

14 土師器 琵 252 摩耗の為不明

③ナデ(摩耗)

摩耗の為不明

訪 央,(摩耗)

にぶい橙色 (75YR 7/4) 1～ 2Hll大 の透明光

沢粒,白掛舷・黒色粒・

赤褐色粒を含む

良

160 土師器 甕 254 摩耗の為不明 ①摩耗の為不

明

③ケズリ?

橙色 (5YR 7/8 6/8)

浅黄橙色 (75YR 8/6)

1～ 2Hl「大の白色粒

透明光沢粒を多量に

含む

雲母細片 黒色粒・

赤褐色粒を含む

良
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上師器 甕 230 麿耗の為不明 摩耗の為不明 にぶい責橙色 (10YR 7/3)

浅黄橙色(loYR 8/4)

灰責褐色(10YR 6/2)

1～ 5ubl大の小石を含む

白色粒 赤褐色粒・

透明光沢粒を含む

良

14 上師器 奏 240 ハク離の為不明 ハク離の為不

明

浅責橙色 (lllYR 8/4)

橙色(5YR 6/8)

1～2硼大の白色粒 透

明光沢粒・雲母細片・赤

褐色粒黒色粒を含む

良

163 土師器 養 238 摩耗の為不明 磨耗の為不明 ①浅黄橙色(75YR 8/6)

～橙色(25YR 6/6)

Θ浅黄橙色(75YR 8/6)

～橙色(5YR 7/8)

1～ 21nI大の白色粒・

透明光沢粒を多量に合も

黒色粒赤褐色粒を合む

良

164 土師器 奏 248 摩耗の為不明 摩耗の為不明 橙色 (5YR 7/6) 05～ lmla大の透明光

沢粒 白色粒を含む

黒色粒赤掲色粒と嬉 含む

良

165 土師器 甕 摩耗の為不明 摩耗の為不明 橙色 (5YR 7/8) 1～ 2unl大 の透明光

沢粒・白色粒を含む

黒色粒を少量含む

良

166 土師器 甕 摩耗の為不明 ①摩耗の為不

明

③ケズリ

橙色(5YR 6/8)

橙色(5YR 7/8)

1～2mm大の白色粒 透

明光沢粒を多量に含む

雲母細片・黒色粒・

赤褐色粒を含む

良

6 土師器 奏 267 摩耗の為不明

①稜が入る

摩耗の為不 明 責橙色 (75YR 7/8)

橙色 (75YR 6/8)

橙色(5YR 7/8)

1～2HIn大の白色粒 透

明光沢粒を多量に含む

雲母細片・黒色粒・

赤褐色粒を含む

良

土師器 奏 ①回転利用のナデ

指頭圧痕あり

③ナデ

①回転利用の

ナデ

訪 央,(摩耗)

にぶい褐色 (75YR 5/4) 1～2mmの透明光沢粒 .

白色粒を含む

黒色粒を少量含む

良

土師器 甕 摩耗・剥離の為不明 摩耗 剥離の

為不明

橙色(5YR 7/6) 1～ 2H n大の白色粒・

透明光沢粒を含む

赤褐色粒を含む

良

土師器 藷 摩耗の為不明(ナガ ) 摩耗の為不明

(ナデ)

①浅黄橙色(75YR 8/4)

Θ橙色(5YR 7/6)

微細な白色粒 黒色

粒,透明光沢泣を含む

05～ 3■ lm大の褐色粒・

赤褐色粒 灰色粒

透明光沢粒を含む

良

土師器 発 220 摩耗の為不明 ①摩耗の為不

明

③ケズリ

①淡橙色(5YR 8/3)

⑮橙色(25YR 7/6)

1～6mI大の赤褐色粒

05～ 3血大の黒色粒・

灰色粒 0 5mm大の黒色

壮・透明光沢粒を含む

良

172 土師器 甑 254 260 ①ナデ(指頭圧痕あり)

③ハケロ後ナデ

剥離・摩耗の為不明

①ハケロ

③ケズリ

剥離麟 の為不明

①にぶい橙色(75YR)

～橙色(5YR 7/6)

①橙色(5YR 7/6)

～赤褐色 (5YR 4/6)

1.ll大の白色粒・透明

光沢粒・黒色粒を含む

赤褐色粒を含む

良

土師器 甑 摩耗 の為 不 明 摩耗の為不 明 橙色 (75YR 6/8)

橙色 (5YR 6/8)

1～2画大の白色粒 透

明光沢粒雲母細片・黒

色粒赤褐色粒を含む

良
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174 土師器 甑 摩耗の為不明 摩耗の為不明 橙色(5YR 7/8) 微粒～4mnl大の赤褐

色粒 透明光沢粒。白

色粒と黒色粒を含む

良

土師器 甑 タテ方向のハケロ ナデ (摩耗 ) ①橙色(25YR 6/8)

⑪橙色(5YR 7/6)

微粒～2mn大の白色

粒・透明光沢粒 黒

色粒・赤褐色粒と雲

母を含む

良

土師器 甑 摩耗の為不明 摩耗の為不明

ケズリ

浅責橙色 (75YR 8/6)

黄橙色 (75YR 8/8)

1～ 2n tT大の白色粒 透

明光沢粒を多量に含む

雲母細片 黒色粒・

赤褐色粒を含む

良

6 土師器 曽R? ナデ 磨耗の為不明 ④黄橙色(75YR 7β )

O橙色15YR 6/8)
1～ 2nl大の白色粒

透明光沢粒 雲母細

片・赤褐色粒 黒色

粒を合む

良

6 土師器 甑 ? ナデ (指圧痕あり) ナデ 橙色(5YR 6/8) 微粒～3mll大の白色

粒 透明光沢粒・黒色

粒と赤褐色粒を含む

17 6 上師挙 羽釜 ? 摩耗の為不明 摩耗の為不明 灰色(5Y 6/1)

灰白色 (25YR 8/1)

浅責橙色 (75YR 8μ )

l～ 3剛大の自色粒 透

明光沢粒を多量に含む

雲母細片,黒色粒を含む

良

17 6 土師器 羽釜? 摩耗の為不明 ナデ 浅責橙色 (75YR 8/6) 05～lm大の白色粒

透明光沢粒を合む

赤褐色粒 黒色粒を

少量含む

良

17 土師器 高杯? 摩耗 の為 不 明 摩耗の為不明 橙色(5YR 7/6) 乳白色粒 赤褐色粒

を含む

やや

不良

17 土師器 高杯 ? 摩耗の為不明 摩耗の為不明 橙色 (25YR 6/6) 0 5nun以下の乳白色

粒 赤褐色粒・黒色

粒を含む

良

17 土師器 高杯 ? ③摩耗の為不明

④ナデ  放射痕
摩耗の為不明 浅黄橙色 (75YR 8/4) 乳白色壮・黒色粒・

赤褐色粒を含む

良

17 黒色土

器

杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 ④淡橙色(5YR 8μ )

⑪褐仄色(75YR 5/1)

1～ 3nI大の灰色粒

白色粒 l mm大の乳

白色粒・黒色粒 微細

な透明光沢粒を含む

良 内黒

17 黒色土

器

高台付

椀

144 ①③回転利用のナデ

④放射痕(ケズリ)

ミガキ 浅黄橙色 (75YR 8/4)

責灰色 (25Y 4/1)

黒褐色 (25Y 3/1)

l Hll大 の乳白色粒・

黒色粒 透明光沢粒・

赤褐色粒を含む

良 内黒

17 黒色土

器

高台付

抗

③回転示明のナデ(醐
④ヘラ切り後放射痕

ミガキ (摩耗 ) ④にぶい黄橙色(25Y6/3)

①黒褐色(10YR 3/1)

似泣～1血大の白色粒・

黒色粒と雲母を含む

内黒

17 黒色土

器

高台付

椀

③麿耗の為不明

④放射痕(ケズリ)

ナデ(摩耗 ) ④にぶい橙色(75YR 7/4)

Θ黒色6Y2/1)

054L4大の白色粒・透

明光沢粒を含む

赤褐色粒を少量含む

良 内黒

一-50-―
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17 黒色

土器

高台付

椀

摩耗の為不明 摩耗の為不明

④ナデ

④橙色(5YR 7/8)

にぶい黄橙色(10YR 7/4)

①黒色(25Y2/1)

1～2mm大の白色粒 透

明光沢粒雲母細片赤

褐色粒 黒色粒を含む

良 内黒

黒色

土器

高台付

抗

③摩耗の為不明

④放射痕

摩耗の為不明 ①橙色(5YR 7/6)

◎黒褐色(25Y 3/1)

05～ lmm大の透明光沢

粒白倒霞輪渉黒e位

赤褐色粒を少量含む

良 内黒

黒色

土器

高台付

椀

摩耗の為不明 ミガキ (摩 耗 ) 浅黄橙色 (75YR 8/4)

橙色 (75YR 7/6)

褐仄色(10YR 5/1)

05～ 15m大の乳白

色粒を含む

赤掲色粒を含む

良 内黒

194 黒色

土器

高台付

椀

摩耗の為不明 摩耗の為不明 ④にぶい橙色(75YR 7μ )

①黒色(25Y2/1)

乳白色粒・雲母・赤

掲色粒を少量含む

良 内黒

黒色

土器

高台付

椀

磨耗の為不明 摩耗の為不明 ④にぶい黄橙色(lCIYR 7/3)

①オリーブ黒色(5Y3/1)

乳白色粒を含む 良 内黒

黒色

土器

高台付

椀

摩耗の為不明 摩耗の為不明 ①橙色(5YR 6/8)

Θ責灰色(25Y 4/1)

乳白色粒を合む 良 内黒

穿孔 ?

黒色

土器

大椀 摩耗の為不明 摩耗の為不明 ④橙色(5YR

o黒褐色(25Y

ア/6) 乳白色粒 雲母を合

む

良 内黒

黒色

土器

大椀 102 摩耗の為不明 摩耗の為不明 ①橙色(5YR 7/8)

⑮オリーブ黒色(5Y3/1)

0 5mm以 下の透明光

沢粒・白色粒を含む雲

母・黒色粒を少量含む

良 内黒

199 6 黒色

土器

高台付

皿

③③回転利用のナデ

④放射痕(ケズリ)

ミガキ(摩耗の

為不明 )

⑪浅責橙色(75YR 8/6)

灰白色(10YR 7/1)

黒色(5Y 2/1)

⑪黒色(5Y2/1)

l mtl大 の白色粒・透

明光沢粒 雲母細片

赤褐色粒を含む

良 内黒

211Cl 布痕

土器

布 痕 ナデ(指頭痕あり) 布目痕 ②橙色(75YR 7/6)

⑮橙色(25YR 7/6)

微細な白色粒 黒色

粒 透明光沢粒を含む

05～ 2nun大の灰色壮

褐色粒を含む

良

201 布痕

土器

布痕 ナデ(指頭痕あり) 布目痕 (摩耗 ) ①橙色(5YR 7/6)

①橙色(5YR 7/6)

微網な白色粒・黒色

粒 透明光沢粒を合む

15～21nm大の褐色粒・

乳白色粒を含む

良

202 布痕

土器

布痕 ナデ(指頭痕あり) 布目痕 ④橙色(7 5YR 7/6)

責灰色(25Y 6/1)

①橙色(75YR 7/6)

微細な白色粒 透明

光沢粒を含む

良

布痕

土器

布痕 ナ デ 布目反 ④橙色(25YR 6/6)

o橙色(25YR 6/6)

微細な白色粒・黒色

粒・褐色粒を含む

05～5mm大の灰色粒,褐

色粒 赤褐色粒を含む

良

204 布痕

土器

布痕 ナデ 布目痕 ④橙色(25YR 6/6)

◎橙色(25YR 6/6)

1～61nm大の黒褐色粒

05～5m大の赤褐色

粒を含む

良

205 布痕

土器

布痕 ナデ 布 目痕 微細な白色粒 黒色粒

乳白色粒 褐色粒を含む

良
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206 布痕

土器

布痕 200 ナデ(指頭痕あり) 布目痕 ①明責褐色(25Y 6/6)

○明黄褐色(25Y 6/6)

0 5mm以 下の透明光

沢粒・白色粒・雲母・

灰白色泣を含む

良

207 布痕

土器

布 痕 ナデ(指頭痕あり) 布目痕 ①橙色(5Y 7/8)

⑩橙色(5YR 7/6)

微細な白色粒・黒色

粒 透明光沢社を含む

05～ 2H n大 の乳白色

粒 黒灰色壮・赤褐

色粒を含む

良

208 布痕

土器

布痕 ナデ(指頭痕あり) 布目痕 ①橙色(25YR 6/6)

Oにぶい橙色(75YR 7/4)

微細な白色粒 黒色

粒 透明光沢粒を含む

良

痕

器

布

土

布痕 摩耗の為不明 摩耗の為不明 橙色 (5YR 7/8) 微粒～1 5mm大 の赤

褐色粒を含む

布痕

土器

布 痕 124 摩耗の為不明 摩耗の為不明 にぶい橙色 (75YR 6/4) 1～541大の白色粒・

透明光沢壮 黒色粒・

赤褐色粒を含む

良

布痕

土器

布反 ナデ ナデ

(一部布目痕)

にぶい栓色 (75YR 6/4)

橙色(5YR 7/6)

1～ 3mm大の白色粒

透明光沢粒・雲母細

片 黒色粒・赤褐色

粒を含む

良

布痕

土器

布痕 109 ナデ 布痕

(指頭痕あり)

橙色(5YR 7/8) 微粒～1 51nlR大 の赤

褐色粒・白色壮と雲

母を含む

布痕

土器

布痕 摩耗の為不明

(指頭痕あり)

摩耗の為不明

(指yHR痕あり)

橙色(5YR 7/6) 微粒～5m大の透明光

沢粒赤褐色粒を含む

良

布痕

土器

布痕 摩耗の為不明

(指頭痕 工具痕あり)

摩耗の為不明 橙色 (25YR 6/8) 微粒～lu n大 の乳白

色粒 赤褐色粒を含む

7 布痕

土器

布痕 摩耗の為不明 布目痕 橙色(5YR 7/8) 1～ 2mn大の白色粒・

透明光沢粒・雲母細

片・黒色壮・赤褐色

粒を含む

良

7 布痕

土器

布痕 107 摩耗の為不明 摩耗の為不明

(布目痕)

明赤褐色 (25YR 5/8) 1～2mI大の白色粒・

透明光沢粒 雲母細

片 赤褐色粒を含む

良

須恵器 杯 ヨヨナデ ヨヨナデ ④灰白色(75Y7/1)

Θ灰白色(75Y7/1)

良

須恵器 杯 ③ヨコナデ

④ヘラ切り

③ヨコナデ

④ナデ

灰色 (N 61) 微粒～lmm大の透明

光沢粒・赤褐色粒・

雲母を含む

良

須恵器 杯 ③ヨヨナデ

④不明

③ヨコナデ

④ナデ

灰色 (N 61) 乳白色粒を含む 良

220 須恵器 杯 ③ヨコナデ

ヘラケズリ

④ヘラ切り後ナデ

ヨヨナデ 灰白色 (N 7/ ) 乳白色粒を少量含む 良 ②ヘラ記号

か?

―-52-
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7 須恵器 高台付

椀

③ヨコナデ

④摩耗の為不明

放射痕 (ケズリ)

③ヨコナデ

④ヨコナデ後

ナデ

灰白色(Nη ) lnlH大の透明光沢粒・

白色粒と雲母を含む

やや

良

222 7 須恵器 高台付

椀

摩 耗 の為 不 明 摩耗の為不明 灰白色 (75Y8/1)

黄灰色 (25Y 6/1)

l mH大の白色粒・透

明光沢粒 雲母細片・

黒色粒を含む

やや

不良

223 7 頁恵器 高台付

椀

①ヨコナデ

◎ヘラ切り後ナデ

④ヘラ切り後ナデ

①③ヨヨナデ

④ナデ

灰白色 (25Y 8/1)

灰白色 (25Y 7/1)

lHn大 の白色粒 透

明光沢粒 雲母細片・

黒色粒を含む

やや

不良

穿孔?

224 須恵器 高台付

椀

③摩耗の為不明

④ヘラ切り後ナデ

摩耗の為不明 ①仄責色(25Y

⑪灰白色(25Y

ψ

印

lml大 の乳白色粒

透明光沢粒・黒色粒

と雲母を含む

やや

不良

①スス付着

225 頃恵器 高台付

椀

70 ③回転利用のナデ

④ヘラ切り後ナデ

③回転利用のナデ

④ナデ

灰白色 (5Y7/1) 乳白色粒を少量含む 良

226 須恵器 高台付

椀

③ヨコナデ

④回転ヘラ切り

ナデ 灰白色 (25Y8/1) 乳白色粒を含む 良

227 須恵器 高台付

抗

③ヨコナデ

④ヘラ切り後ナデ

③ヨコナデ

④ナデ

灰色 (N 6/ ) 乳白色粒を合む 良

須恵器 高台付

椀

69 ③ヨヨナデ

④回転ヘラ切り

③ヨヨナデ 灰白色 (5Y7/1)

灰色(5Y 6/1)

1～2Hln大の自色粒・

透粥光沢粒 雲母細

片 黒色粒を含む

良

須恵器 高台付

椀

③ヨヨナデ

④ケズリ後ヨヨナデ

ヨコナデ 灰色 (N 6/ ) 乳白色粒をほとんど

含まない

良

7 須恵器 夫椀 66 ①③ヨコナデ

④回転ヘラ切離し後

未調整

①③ヨコナデ

④ヨヨナデ後

ナデ

灰白色 (N 7/ )

灰白色 (75Y 7/1)

乳白色粒・雲母細片

を含む

良

須恵器 大椀 ヨヨナデ ヨコナデ ①灰白色(N7/)
⑪灰白色(N7/)

良

須恵器 大椀 ヨコナデ ヨヨナデ ⑮仄色(N5/ )

◎灰色(N 5/ )

微細な白色粒 黒色

粒・透明光沢粒を含む

良

7 須恵器 言
=?

①上部はヨコナデ

下部は格子目

タタキをナデ消し

波状紋

①ヨコナデ ⑪褐灰色(10YR 6/1)

⑩灰色(75Y5/1)

微壮の透明光沢粒と

雲母を含む

20 須恵器 士豆 ①ヨコナデ

②タタキ後ナデ

ナデ

①ヨコナデ

②ナデ

(指頭圧痕)

灰白色 (25Y7/1)

灰白色 (25Y8/1)

l ml大の白色粒 透

明光沢粒 雲母細片・

黒色粒を含む

良

235 須恵器 壼 ①ヨコナデ

②格子ロタタキ後

ヨコナデ

①ヨヨナデ

②ナデ

(指頭痕)

灰色 (75Y 6/1) 乳白色粒を含む 良

236 須恵器 ヨヨナデ ヨコナデ の灰オリーブ色(75Y4/21

0灰色(N6/ )

乳白色泣を含む 良 自然釉
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須恵器 壺 ヨコナデ ヨコナデ 灰色 (N 6/ ) 乳白色粒をわずかに

含む

良 自然釉

須恵器 ヨヨナデ ヨコナデ 灰色 (N 6/ ) 乳白色粒・雲母細片

黒色粒を少量含む

良

239 須恵器 ヨコナデ ヨヨナデ 灰 白色 (N7/ ) 乳白色粒を少量含む 良

240 20 須恵器 100 ヨコナデ ヨコナデ ⑮緑灰色(56 6/1)

Θ明青灰色(5BG 7/1)

0 1mn以下白色粒を

少量含む

0141n以 下の黒雲母

を含む

良

20 須恵器 士霊 タタキ後ナデ ヨヨナデ 灰色 (N 6/ ) 乳白色粒を少量含む 良 取手

ワ42 須恵器 士空 ヨコナデ ヨヨナデ ④灰白色(N7/)
◎灰白色(25GY 8/1)

1～2mm大の白色粒・

透明光沢粒・雲母細

片 黒色粒を含む

良

20 買恵器 士笠 ヨコナデ ヨヨナデ 灰白色 (N 7/ ) 乳白色粒をほとんど

含まない

良

И 4 20 須恵器 一笠 ヨコナデ ヨコナデ ⑪灰白色(N5/N4/)
⑪灰白色(N7/)
灰色(N 6/ )

1～ 2m大の白色粒・

透明光沢粒・雲母細

片 黒色粒を含む

良

猜 須恵器 壺 タタキ後ヨヨナデ ヨコナデ ①灰色(N5/ )

〇灰色(N4/)
乳白色粒を含む

%6 7 須恵器 壼 ②ヨコナデ

③ヘラケズリ

ヨコナデ ④灰褐色(5YR 4/2)

にぶい赤褐色(5YR 4/31

0灰色(N6/N5/ )

乳白色粒 雲母細片

を含む

良

247 21 須恵器 士霊 ヨコナデ ヨヨナデ 灰色 (N 6/ ) 0 5Hn大 の透明光沢

粒 白色粒を少量含む

良

須恵器 一望 ヨコナデ ヨコナデ 灰色 (N 6/ ) 乳白色粒を含む 良

須恵器 士霊 ③ヨヨナデ

④ケズリ

ヨコナデ ①灰色(5Y 6/1)

◎灰色(N 6/ )

乳白色粒と黒褐色粒

を含む

良

須恵器 〓璽 カキロ ヨヨナデ ④明緑灰色(5G7/1)

〇青灰色(10BG D‐/1)

1～2山大の白色粒・

透明光沢粒・婁母細

片・黒色粒を含む

良

251 須恵器 一堕 タタキ後カキロ ヨコナデ ①灰白色(N7/)
にぶい責橙色(loYR 7/2)

O灰色(N 6/ )

1～ 2ml大の白色粒・

透明光沢粒・雲母細

片・黒色粒を含む

良

21 須恵器 壺 ③ヘラケズリ

タタキの痕跡

④ヘラ切り離し後

ナデ

ヨヨナデ ①灰白色(N 7/ )

O灰色(N6/ )

l nl大の白色粒・透

明光沢粒 _‐母細片

を含む

良

253 須恵器 重 ③ヨコナデ

④ヘラ切り離し

ヨコナデ ④灰色(N 6/5/ )

灰責色(25Y 6/2)

◎灰色(N6/)

1～ 2ma大の白色粒・

透明光沢粒・雲母細

片・黒色粒を含む

良 自然釉
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須恵器 士霊 123 ③ヨコナデ

④ヘラ切り離し

ヨコナデ ⑪暗赤褐色(25YR 3/2)

灰色 (N 6/ )

◎灰色(N 5/ )

lmn大 の白色粒 透

明光沢粒・雲母細片

を含む

良

8 須恵器 重 ③タタキ(格子目)

④ナデ

ナデ

(工具痕あり)

①灰色15Y 6/1)

◎灰色(N 5/ )

乳白色粒と雲母を含

む

良 自然釉付着

8 須恵器 一虹 ③格子ロタタキ後

ヨヨナデ

④ナデ

③ヨヨナデ 灰白色 (25Y 7/1) 乳白色粒を少量含む 良

須恵器 士電 127 ヘラケズリ ヨヨナデ 灰色 (N 6/ ) 乳白色粒を含む 良

須恵器 董 ? ヨコナデ ヨヨナデ 灰色 (N 6/ ) 乳白色粒をわずかに含も 良

22 須恵器 奏 ①ヨコナデ

②タタキ(格子目)

①ヨコナデ

②当具痕

灰白色 (25Y 7/ ) 乳白色粒をわずかに

含む

やや

良

260 須忘器 甕 ①ヨコナデ

②タタキ(格子目)

①ヨコナデ

②当具痕

灰色 (N 6/ ) 乳白色粒・雲母を含

む

良

須恵器 甕 ①格子ロタタキ後ヨコ

ナデ

②タタキ(格子目)

①ヨコナデ

②当具痕

灰白色(5Y 8/1) 微粒～lmm大 の乳白

色粒 黒色粒を含む

やや

不良

262 22 須恵器 甕 ①タタキ後ヨコナデ

②タテ方向平行タタ

キ

①ヨヨナデ

②当兵痕

灰色 (10Y 6/1) l mll大 の白色粒・透

明光沢粒・雲母細片

を含む

良

263 須恵器 奏 ①格子ロタタキ後ヨコ

ナデ

②格子ロタタキ

①ヨコナデ

②ナデ

灰白色 (25Y 8/2) 乳白色壮を少量含む やや

下良

264 質恵器 奏 摩耗の為不明

タタキ(格子目)

睡耗の為不 明 灰 白色 (5Y 7/1) 微粒～lmH大の透明

光沢粒 黒褐色粒と

雲母を含む

やや

不良

須恵器 奏 タテ方向の平行タタ

キ後ヨヨナデ

ヨコナデ

同心円当具痕

①灰白色は5GY 8/1)

⑬灰色(N5/ )

lu l大の乳白色粒

雲母細片 黒色粒を

少量含む

良

須恵器 奏 ②タタキ(格子日)後

ヨヨナデ

③格子ロタタキ

②ヨヨナデ

③当具痕

責灰色 (25Y 6/1) 乳白色粒を含む やや

良

267 須恵器 養 ②タタキ(格子目)

後ヨコナデ

③タタキ(格子目)

②ヨコナデ

③学具痕

灰白色 (N 7/ ) 乳白色粒・雲母細片

を合む 良

268 23 須恵器 甕 タテ方向のタタキ 当具痕 ⑥灰白色(75Y7/1)

Θ黒褐色(25Y 3/1)

乳白色粒を含む 良

269 須恵器 奏 斜方向のタタキ 当具痕 灰色 (N 6/ ) 05～ 2nl大の透明光

沢粒 白色粒を含む

良

23 須恵器 甕 タタキ 平イ子タタキ 仄白色 (25Y 8/2) l nln大 の灰色粒 雲

母を含む

やや

不良
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271 須恵器 奏 タタキ(格子目) ナデ

(工具戻有り)

灰白色(N

灰色 (5Y

7/ )

6/ )

乳白色粒・雲母細片

を含む

やや

不良

272 須恵器 甕 タタキ後ナデ 当具痕 褐灰色 (lljYR 5/1) 乳白色粒を含む 良

273 24 8 頃恵器 奏 タタキ(格子目) タタキ 灰色 (N 5ア ) 乳白色粒を含む 良

274 8 鉢 239 ①③格子ロタタキ後

ヨコナデ

④ナデ

①③ヨコナデ

④ナデ

灰白色 (5Y ηl)

灰色 (N 6/ )

1～ 2mm大の白色粒・

透明光沢粒・雲母細

片・黒色粒を含む

良

275 24 須恵器 鉢 ヨヨナデ ヨコナデ 青灰色(10BG 6/1) 0 14ul以下の透明光

沢粒をごく少量含む

0 5ra以下の白色粒

黒雲母を含む

良

24 土師器 杯・抗 摩耗の為不明 摩耗の為不明 灰白色 (75Y 8/1)

灰白色(N7/ )

l dul大 の白色粒 透

明光沢粒・雲母ネ田片・

黒色粒を含む

やや

不良

277 24 その他 杯 ③摩耗の為不明

④回転ヘラ切り

摩耗の為不明 ④灰白色(75Y7/1)

⑪灰白色(75Y7/1)

微細な白色粒・褐色

粒を含む

やや

不良

278 24 その他 杯 摩耗の為不明 摩耗の為不明 灰白色 (25Y 7/1)

～灰色 (N 4/ )

乳白色粒をほとんど

含まない

やや

不良

279 その他 杯 74 麿耗の為不明 摩耗の為不明 ④明赤灰色(25YR
～緑灰色(5G 6/1)

O明赤灰色(25YR 7/1)

0 5Hun以下の透明光

沢粒 白色粒・黒婁

母を含む

やや

軟

% その他 高台付

椀

14卜4 64 ①回転利用のナデ

③摩耗の為不明

④放射痕

①③回転利用

のナデ

④摩耗の為不明

灰白色 (N 8/ )

～暗灰色 (N 3/ )

乳白色粒を含む やや

不良

24 その他 高台付

抗

回転利用のナデ

(黒斑)

回転利用のナ

デ(黒斑)

仄白色(25Y 7/1)) 乳白色粒を含む やや

不良

24 その他 高台付

椀

③摩耗の為不明

④回転利用のナデ

放射痕 (ケズリ)

摩耗の為不明 灰白色(5Y 7/1) 乳白色粒を含む やや

不良

"
その他 高台付

椀

摩耗の為不明 摩耗の為不明 灰色 (N 4/ ) 乳白色粒を含む やや

不良

24 その他 高台付

椀

摩耗の為不明 (ナデ) 摩耗の為不明

(ナデ)

⑪灰色(N5/)
◎灰色(N 6/ )

微細な白色壮・黒色

粒 透明光沢粒を

含む

やや

不良

285 24 その他 高台付

椀

69 回転利用のナデ

放射痕 (ケズリ)

回転利用のナデ

ナデ

灰白色(5Y 8/1)

暗灰色 (N 3/ )

乳白色粒を少量含む やや

不良

その他 高台付

椀

64 ③回転利用のナデ

④放射痕(ケズリ)

回転利用のナ

デ

⑪暗灰色(N 3/ )

①灰白色(75YR 8/1)

乳白色粒を少量含む やや

不良

9 緑釉

陶器

椀 ③③ヨコナデ ①ヨヨナデ

③沈線

灰色 (Hie N

灰白色 (Huc

6/11)

10Y 7/2)

l Hun弱の白色粒を極

小含む

良
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288 25 鰤

陶器

皿 140 ③③ヨコナデ ①③ヨコナデ

④摩耗の為不明

明褐灰色

(75YR 7/1～ 7/2)

0141以下の白色粒

黒雲母をごく少量含む

良

翻

陶器

皿 140 ①③ヨコナデ

摩耗

①③ヨヨナデ

④摩耗の為不明

灰オリーブ色(5Y 6/2)

浅責～

浅責色(5Y 7/4～ 8/3)

0 5mn以 下の透明光

沢粒・白色粒・赤色

粒を含む

やや

不良

290 緑釉

胸器

皿 148 施釉 施THI 蛭⊃灰色(N 6/ )

⑩オリーブ灰色(10Y5/21

乳白色粒をわずかに

含む

やや

不良

291 緑釉

陶器

皿 施釉 (剥離) 施釉 (剥離) 延⊃灰白色(25Y 8/2)

⑩オリープ要進項7づF93)

乳白色粒を含む 良

292 9 灰釉

陶器

皿 ③施/HI

④無釉

ケズリ?

施釉 延⊃灰白色(N 7/ )

⑩オリーブ灰色(25GY 6/1)

乳白色粒をわずかに

含む

良

293 9 灰釉

陶器

llll ③施釉

④無釉

ケズリ?

施釉 ① 灰白色(N 8/ )

⑩オリーブ灰色(25CY 6/1)

乳白色粒をわずかに

含む

良

294 灰釉

陶器

皿 ③ヨコナデ

④ケズリ?

無釉

ヨコナデ

有皮

灰白色 (25Y 8/1) 乳白色粒をわずかに

含む

良

295 灰釉

陶器

皿 67 ③施釉

④ケズリ?

無釉

③施釉 延⊃灰白色(N 7/ )

⑩灰オリープ色(5Y6/2)

乳白色粒をわずかに

含む

良

296 25 青磁 椀 ③施釉

①ケズリ

無釉

施/1H

目跡

延⊃淡赤橙色

(Hue25YR 7/3)

⑩浅責色

(Hue5Y 7/3)

乳白色粒をわずかに

含む

やや

不良

297 25 識 杭 67 ④畳付は無釉

目跡

目跡 緑灰色(10GY 6/1) o lnul以下の白色粒・

黒雲母を含む

良
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上師器 脚 34

30(厚 )

ナデ 灰白色 (25Y7/1)

灰オリーブ色(5Y 6/2)

1～ 21nl大の白色粒・

透明光沢粒・黒色粒・

雲母細片を含む

良

土師器 脚 ナデ ⑪灰白色(10YR 8/1) 微細な黒色粒・透明

光沢粒・05～ 211m大

の透明光沢粒・学L白

色粒・灰色粒を含む

良

土師器 脚 ナデ

指頭痕

にぶい橙色 (75YR 7μ )
～浅黄橙色(75YR 8/4)

注・2n n以 下の透明

光沢粒・白色粒 黒

雲母を多く含む

韓
軟

298 土製品 土錘 ナデ 戌責橙色(10YR 8/3) 微細な透明光沢粒・

乳白色粒を含む

良

25 土製品 土錘 40 12 ナデ ⑪浅黄橙色

(75YR

⑮浅黄橙色

(75YR

辮
　
　
酵

微細な白色粒・▼L白

色粒・透明光沢粒を

含む

良

300 土製品 土錘 14 ナデ ①浅責橙色

(10YR 8/3)

微細な白色粒・黒色

粒 透明光沢粒・05
～341大の灰色粒・黒

色粒・褐色粒を含む

良

25 キ型 埠 土錘 46 ナデ ④浅黄橙色

(10YR 8/3)

微細な透明光沢粒を

含む

良

302 8 土師器 不明 21(■ )

60(下 )

ナデ ナデ ①浅責橙色

(75YR 8/3)

①栓色(5YR 7距 )

微細な赤褐色粒・白

色粒・黒色壮・透明

光沢粒・05～ 2mn大

の白色壮 半透明粒・

灰白色粒を含む

良

8 土製品 カマド 36(横 )

37(縦 )

指頭疾 浅責色 (25Y 7/4) 2mal以下の透明光沢

粒・白色粒を多く含む

2mll以 下の黒雲母を

多く含む

l ln l以下の赤色粒を

多く含む

良
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Ⅲ 分析

第 1節 三生江遺跡における植物珪酸体分析

株式会社古環境研究所

1 1ま じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が蓄積したものであり、植物が枯れた

あとも微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微

化石を遺跡土壊などから検出する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古

環境の推定などに応用されている (杉山,1987)。 また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探

査も可能である (藤原・杉山,1984)。

2 試料

分析試料は、 9世紀中頃から10世紀初頭とされる遺物包含層から採取された①～④の 4′点である。

3 分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で行った。

1)試料をlo5℃で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに対して直径約40μ mのガラスビーズを約0.02g添加

(電子分析天秤により0.lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W。 42KHz。 10分間)による分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな姑象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行つた。

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。

試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg

中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの

植物体乾重、単位 :10-5g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあたりの植物体生産量を算出した。イネ (赤米)

の換算係数は2.94、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 ネザサ節は0.48である。

4 分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、

その結果を表 2お よび第26図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。
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〔イネ科〕

イネ、キビ族型、ススキ属型 (ススキ属など)、 ウシクサ族型

〔イネ科―タケ亜科〕

ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ節)、 未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シイ属)、 ブナ科 (アカガシ亜属 ?)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)、 その他

5 考察

(1)稲作跡の検討

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (プラント・オパール)が試料 lgあ

たり5,000個 以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。

この判断基準にもとづいて稲作の可能性について検討を行った。

9世紀中頃から10世紀初頭とされる遺物包含層 (試料③、④)、 および同包含層から出土した土師器内の上

壌 (試料①、②)について分析を行った。その結果、試料①、試料②、試料④からイネが検出された。この

うち、遺物包含層 (試料④)では密度が18,900個 /g、 土師器内の土壌 (試料②)で も12,200個 /8と 極めて高い

値である。これらのことから、同包含層の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が

高いと考えられる。

(2)イ ネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち、栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもオオムギ族 (ム

ギ類が含まれる)、 ヒエ属型 (ヒ エが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、 ジュズダマ属 (ハ ト

ムギが含まれる)、 オヒシバ属型 (シ コクビエが含まれる)、 モロコシ属型などがあるが、これらの分類群は

いずれの試料からも検出されなかった。

(3)植物珪酸体分析から推定される植生 と環境

上記以外の分類群では、ブナ科 (シ イ属)を はじめブナ科 (ア カガシ亜属 ?)、 クスノキ科、マンサク科

(イ スノキ属)な どの樹木 (照葉樹)が検出された。また、ススキ属型やウシクサ族型などのイネ科も検出さ

れたが、いずれも少量である。樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低いことから、少量が検出された場合で

もかなり過大に評価する必要がある。

以上のことから、当時の遺跡周辺には、シイ類やカシ類、クスノキ科、イスノキ属などの照葉樹林が分布

していたものと推定される。

6 まとめ

植物珪酸体分析の結果、 9世紀中頃からlo世紀初頭とされる遺物包含層からは、イネが多量に検出され、
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調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が高いと判断された。当時の遺跡周辺には、シイ類

やカシ類、クスノキ科、イスノキ属などの照棄樹林が分布していたものと推定される。
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表 2 三生江遺跡における植物珪酸体分析結果
検出密度 (単位 :× 100個 /3)

分類群 ＼ 試料 ① ② ③ ④

イネ科

イネ

キビ族型

ススキ属型

ウシクサ族型

４

７

　

　

７

２

　

　

７

４

２

　

　

　

　

１

４

７

タケ亜科

ネザサ節型

未分類等

７

７ 60

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪酸体

未分類等

１

０

４

２

１

１

１

４

６

　

０

　

７

３

　

１

　

７

４

６

働

６０４

３

０

７

２

８

６

２

５

樹木起源

ブナ科 (シイ属 )

ブナ科 (ア カガシ亜属 ?)

クスノキ科

マンサク科 (イ スノキ属 )

その他

６２

３４

　

‐４

６９

７９

２９

２９

２９

５８

４‐

４２

７

‐４

９９

２３

‐５

‐５

　

０６

植物珪酸体総数 772 1490 863 1293

おもな分類群の推定生産量 (単位 :唯ぽ・cm)

イネ

ススキ属型

ネザサ節型

1.01 3.60

0,09

６

　
９

５

０

５

０0.18

0.03
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Ⅳ まとめ

三生江遺跡の土器組成は、土師器、黒色土器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、中国陶磁器から成り、南九

州においては古代集落遺跡の一般的な出土状況である。

出土した回転台土師器の杯や椀は他と比較して圧倒的に多く、その器形のほとんどは須恵器の器形に似て

おり、体部から口縁部にかけて直線的に立ち上がるものである。杯は器高が高く日径12cm前後のものと器高

が低く口径がやや大きくなるものがある。前者は蕨野遺跡出土資料に類似するものが多く、後者は小山尻東

遺跡や西ノ原地区遺跡にみられる。また、円盤状高台を有するものも数点出土しており、これについては鹿

児島だけでなく宮崎平野での出土遺跡も多い。高台付椀は在地産土師器椀の特徴である底部外面に放射痕を

施すものが多く出土した。これは、「花弁状模様」や「放射状の指頭調整痕」と呼ばれているものである。蕨

野遺跡出土資料を観察した限りでは、底部のヘラ切り離し後、放射状に凹凸 (ケズリが多い)を施してから

高台を貼り付け、貼り付け部分 (底部外面全体に及ぶものもある)を ナデ調整している。この放射痕は、高

台杯椀、高台付皿、高郭 (脚部と杯部の接合部分)にのみ見られる手法であり、高台を貼り付ける際の作業

工程の一つと思われるが、その目的については課題が残る。

黒色土器は杯、高台付椀、高台付皿、大椀からなる。それらの中には、土師器と同じ円盤状高台の杯や放

射痕を有する高台付椀、高台付皿が存在しており、黒色土器の在地生産がおこなわれていたと思われる。

須恵器は量的に少ないものの、主に杯、高台付椀、壺、甕、鉢が出土している。供膳形態の杯、椀類が多

く、全体的にも下村窯の資料に類似するものが多く見られる。また、配221の ように放射痕をもつ高台付椀が

土師器や黒色土器と同様に存在することは、須恵器窯における工人集国の在り方を考える上で土師器工人の

影響は重要な問題である。

越州窯系青磁などの中国陶磁器をはじめ、緑釉陶器や灰釉陶器などを出土する県内の遺跡は、西下本庄遺

跡 (国富町)、 余り田遺跡、市位遺跡、平畑遺跡 (宮崎市)、 大島畠田遺跡 (都城市)、 寺崎遺跡 (西都市)な

ど、20カ所以上から出土している。三生江遺跡では、緑釉陶器や灰釉陶器は、 9世紀後半に生産したとされ

る椀、皿、段皿、重が出土している。緑釉陶器に関しては京都産や周防産のもので、灰釉陶器は猿投窯産の

ものであるが、出土量では宮崎県内で比較するとかなり多い遺跡のひとつである。

この 9世紀後半という時期は、高岡町はもとより宮崎県内でも遺跡数が増大する傾向がある。高岡町内で

も6カ 所以上で同時期の遺跡を調査しているが、遺跡の場所は幅狭な舌状の低丘陵などであり、いずれも大

集落を営むような場所には立地していない。河川が合流するような交通等の要所といえるところではなく、

やや内陸寄りの平野部に廷びる低丘陵が多い。三生江遺跡についても広い平野部や河川に面するところでは

ない。今回の調査地は三生江遺跡の中心ではなく、遺跡自体にどういう遺構が伴うのかわかららない。しか

し遺跡の立地で考えるならば、大島畠田遺跡のような居館が存在していたとは考えられず、同等の支配層の

関係は薄い。それは中国陶磁器の出土量を比較しても明らかであり、、それ以下の支配階級層に関係する遺跡

であろうと思われる。
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